
　９月30日㈫、国内最大級のクルーズ客船「飛鳥Ⅱ」
が３年ぶりに浜田港へ寄港しました。
　浜田港では、同日夕方の出港まで、のどぐろなどの
七輪焼きや美又温泉の足湯コーナーを設けて浜田市の
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　人口減少に伴い、ごみの総排出量は減少傾向にありますが、市民１人
あたりの排出量は逆に増加傾向にあります。
　「ごみを出さない快適な日常生活」を実現するため、一人ひとりが消
費行動を見直し、「欲しいものを買う」から「必要なものを買う」に考
え方を変えていく必要があります。
　食べきれる量・使いきれる量を買う、長く使えるものを買う、できる
だけ修理して使うなどを心掛けて行動することは、ごみ減量と資源の節
約につながります。
　「もったいない」の精神を生かして、ごみの減量化とリサイクルの推
進にご協力ください。

　家庭から出るごみの量は、少しの工夫で大きく減らすことができます。
生ごみはできるだけ水分を切って出す
　生ごみは多くの水分を含んでいます。しっかり水切りすることで、ごみの燃
焼効率が良くなるほか、重量が軽くなるため、ごみ収集車の燃費が向上し燃料
費を節減することができます。
廃食用油をリサイクルする
　使用済みの天ぷら油を、軽油の代わりとなるバイオディーゼル燃料に再生す
ることで、ごみの減量とリサイクルの推進が図られます。
　市では、下記の場所に回収タンクを設置していますので、ご利用ください。

回収タンク設置場所
・市役所東分庁舎側駐車場ごみステーション横
・金城支所駐車場内古紙リサイクルボックス横
・旭支所旭山村開発センター（旭センター）横
・弥栄支所イベント広場公用車車庫横
・三隅支所ひゃこるバス待合所横

※　植物性の食用油に限ります。できるだけ天かすなどを取り除いてください。

８月13日㈬に開催されたごみ
処理施設見学会の様子
（石央リサイクルセンター）

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

一人あたりのごみ排出量は、
増加傾向にあります

ごみを減らすヒント
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広域行政組合
負担金
59％

ごみ収集経費
16％

資源ごみ処理経費
８％

職員人件費
７％

そのほかの支出
10％

支出 収入

ごみ処理に伴う支出と収入との比較

ごみ袋などの売上
64％

資源ごみなどの売上 16％

不足分
約11億5,400万円

そのほか
の収入
13％

施設搬入
手数料
　　７％

目指そう
　たまご１個分
　（約50ｇ）の
　　　　ごみ減量

　平成25年度のごみ処理経費は、１年間で約13億4,600
万円で、市民一人あたりに換算すると、年間約23,300
円になります。
　ごみの処理に掛かる経費は、主に市民の皆さんが購
入されたごみ袋の売上などで賄っていますが、不足分
の約11億5,400万円は税金で補って運用しています。
　ごみ処理経費を少しでも減らそうと、市では、「目
指そうたまご１個分（50ｇ）のごみ減量」を合言葉に、
１人１日あたり50ｇのごみ減量を推進しています。
（50ｇの目安は、レジ袋５枚分又は350mlのアルミ缶
３本分）

支出内訳
広域行政組合負担金 約８億65万円

ごみ収集経費 約２億2,100万円

資源ごみ処理経費 約１億1,250万円

職員人件費　　 約9,600万円

そのほかの支出 約１億1,585万円

合計 約13億4,600万円
※　広域行政組合負担金は、エコクリーン
センター運営費を含みます。

収入内訳
ごみ袋などの売上 約１億2,200万円

施設搬入手数料 約1,400万円

資源ごみなどの売上 約3,100万円

そのほかの収入 約2,500万円

合計 約１億9,200万円

　収集したペットボトル・缶・ビンなどの資源ごみは、リサイクル業者へ
売却しており、その売却益はごみ処理経費の一部に充てられています。
　また、不燃ごみ処理場では、燃やせないごみの中から金属類を取り出し、
鉄くずとして売却・再利用するなど、ごみ処理経費の削減と資源の有効利
用に、積極的に取り組んでいます。
資源ごみなど売払収入の内訳
　・アルミ缶…………………約1,420万円
　・スチール缶………………約　　309万円
　・ペットボトル……………約　　　58万円
　・プラスチック容器包装…約　　117万円
　・びん………………………約　　　16万円
　・鉄くずなど………………約1,180万円

ごみ処理には、多額の経費が掛かっています

分別により年間約２，０００万円のごみ処理経費が削減できています
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エコクリーンセンター

不燃ごみ処理場

石央リサイクルセンター

古着・古布　51トン（52トン）

きちんと分別すれば、
大切な資源を再利用
できるし、市の収入
にもなるんですよ。

工場で、紙などの原
料に生まれかわる

１ 海外へ輸出して、
外国の人が着る

２ ウエス（油など
をふきとる布）に
生まれかわる

段ボール・新聞・牛乳パック・本
1,823トン（1,894トン）

燃やせるごみ
16,007トン

（15,824トン）

燃やせないごみ
2,253トン

（2,264トン）

乾電池
0トン

（50トン）

選別した後、リサ
イクルできないも
のは、埋める

資源ごみ
3,449トン

（3,571トン）

浜田市の１年間の
ごみの量

21,709トン
（21,659トン）

１人１日あたりの
ごみの排出量

1,003グラム
（989グラム）

※　（　）内は、平成24年度の数値です。

リサイクルで
きるものは、
中間処理した
後、工場へ出
荷される

899トン
（875トン）

最終処分場
2,833トン（2,096トン）

メタル・スラグを取り出す　メタル　125トン（133トン）
　　　　　　　　　　　　　スラグ1,164トン（1,147トン）

燃やした後の
灰を埋める

スラグは、建設資材に
活用される

鉄くずを取り出す
440トン（390トン）

細かく砕いて埋める

アルミ缶・
スチール缶
206トン（211トン）

ガラスびん
470トン（489トン）

ペットボトル

プラスチック製
容器包装

工場で、アルミ缶や
スチール缶などの原
料に生まれかわる

工場で、びんなどの
原料に生まれかわる

工場で、繊維材料（作
業服やカーペットを
作る材料）などに生
まれかわる

工場で、プラスチッ
ク製品などを作る原
料に生まれかわる

※　資源ごみは売却し、市の収入になります。
市内の一般家庭や事業所から出るごみが、どのように処理されているかを簡単に図で説明します

　家庭などから出された「燃やせないごみ」は、不燃
ごみ処理場で破砕・減容などの中間処理を行った後、
最終処分場で埋立て処分されています。また、エコク
リーンセンターで「燃やせるごみ」を焼却処分した後
の灰なども、最終処分場で埋立て処分されています。
　現在の最終処分場は、総工費約21億円を投じて建設
され、平成23年６月から埋立てが始まりました。埋立
計画期間は、当初平成23年度から平成37年度までの15
年間としていますが、更なる分別徹底とごみ減量によ
り、延命を図りたいと考えています。

浜田市埋立処分場（最終処分場）
（生湯町）

平成25年度のごみ処理量と処理の流れ

浜田市埋立処分場（最終処分場）の埋立容量には限りがあります
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Ｑ１　収集時間は、日によって変わるのですか？
　収集するごみの量や道路工事に伴う収集ルート
の変更などの影響により、収集時間は日によって
異なります。収集開始時刻は午前８時30分となっ
ていますので、必ずそれまでにごみステーション
へごみを出してください。

Ｑ２　スプレー缶や乾電池はどうやって捨てるの
ですか？

　これらのものは「危険物・有害物」に分類され
ます。ほかの燃やせないごみとは分けて、「燃や
せないごみ袋」に入れて出してください。
１．スプレー缶は、原則として穴をあけずに中身

を使い切ってから出してください。中身が入っ
ているものがある場合は、その旨を記載したメ
モ紙などをごみ袋に貼り付けて分かるようにし
てください。

２．乾電池は、市役所本庁・支所各庁舎及び公民
館に回収ボックスを設置し、回収（無料）して
いますので、ご利用ください。

Ｑ３　古い指定ごみ袋や粗大ごみシールは使えま
すか？

　平成21年度のごみ処理手数料の改定に伴い、旧
指定ごみ袋や粗大ごみシールは平成22年10月から
使用できなくなっています。
　旧指定ごみ袋は、町内での一斉清掃活動で発生
した草ごみなどを処分する際に使用することはで
きますが、家庭や事業所からのごみには使用でき
ませんのでご注意ください。

　糖尿病患者が自宅で使用するインシュリン注
射などの注射針が、市指定のごみ袋に混入し、
ごみの収集や処理場における細分別処理の際に
作業者の手などに刺さる「針刺し事故」が発生
しています。針刺し事故は、重い感染症や病気
にかかるおそれがある重大な問題です。市指定
ごみ袋には入れず、処方された医療機関や薬局
などの指示に従って適切に処理いただくよう、
ご協力をお願いします。

ペット・プラに混入された在宅医療廃棄物

Ｑ４　粗大ごみの出し方が分かりません
　分別早見表で分別区分が「粗大ごみ」となって
いるものは、粗大ごみシールを貼ってごみステー
ションへ出してください。
　指定ごみ袋に入るものは、粗大ごみシールを貼
らずにごみ袋に入れて、粗大ごみの日に出してく
ださい。ただし、袋の上部が十字に結ばれていな
いものは、収集できません。

Ｑ５　粗大ごみシールを貼ったのに、回収しても
らえませんでした

　粗大ごみシールは、ごみのサイズにより枚数が
異なります。一番長い辺が50㎝以上１ｍ未満のも
のは１枚、１ｍ以上２ｍ未満のものは２枚貼って
出してください。

　ごみ処理には、多額の経費がかかります。ごみ
処理施設や最終処分場を効率的に使っていくため
には、一層のごみ削減が必要です。
　ごみの減量化とリサイクルの推進にご協力くだ
さい。

問い合わせ先
本庁環境課リサイクル推進係（☎�９４３０）

燃やせるごみ収集袋

浜田市指定袋

燃やせるごみ収集袋

浜田市指定袋

現在のごみ袋 旧ごみ袋

※　新旧のごみ袋は、文字の色と袋下部の形が違い
ますので、ごみを入れる前に確認してください。

ごみの出し方・よくあるお問い合わせ

注射器は、
　ごみ袋に入れないでください
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市
で
は
毎
年
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、

多
年
の
ご
功
労
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
10
月
１
日
㈬
、
次
の
皆
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
年
齢
は
10
月
１
日
現
在
・
掲
載
は
50
音
順
）

《
地
方
自
治
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し
て
地

方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

西
村　
　

健
（
63
歳
・
熱
田
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域

防
災
に
努
め
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

青
木
比
呂
志
（
57
歳
・
熱
田
町
）

今
田　
　

忍
（
56
歳
・
旭
町
木
田
）

岩
田　

宗
稔
（
62
歳
・
内
村
町
）

上
田　
　

稔
（
56
歳
・
穂
出
町
）

後
野　

芳
則
（
50
歳
・
清
水
町
）

大
屋　

正
紀
（
57
歳
・
弥
栄
町
木
都
賀
）

岡
本　

義
和
（
62
歳
・
長
浜
町
）

小
川　
　

徹
（
45
歳
・
熱
田
町
）

小
林　

一
郎
（
60
歳
・
上
府
町
）

佐
々
木
滝
美
（
47
歳
・
久
代
町
）

佐
々
木
光
弘
（
47
歳
・
内
田
町
）

下
岡　

晃
司
（
59
歳
・
折
居
町
）

千
日　
　

明
（
56
歳
・
旭
町
市
木
）

疊　
　

智
之
（
60
歳
・
弥
栄
町
門
田
）

寺
戸　
　

均
（
59
歳
・
三
隅
町
岡
見
）

松
田　

浩
昭
（
51
歳
・
治
和
町
）

三
明　

正
人
（
54
歳
・
久
代
町
）

村
木　

勝
也
（
46
歳
・
三
隅
町
河
内
）

山
田　

武
男
（
60
歳
・
河
内
町
）

《
民
生
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
地
域
の
社
会
福
祉
と
民
生
の
安
定

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
川　

博
美
（
66
歳
・
西
村
町
）

金
本　

妙
子
（
57
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

佐
々
木　

裕
（
78
歳
・
宇
野
町
）

佐
々
木
喜
弘
（
75
歳
・
蛭
子
町
）

新
田　

子
（
73
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

永
田　

陽
子
（
72
歳
・
三
隅
町
岡
見
）

　

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
更
生
保

護
と
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。沖

野　

邦
男
（
71
歳
・
長
沢
町
）

花
田　

和
代
（
64
歳
・
内
田
町
）

あった皆さんを表彰 －
浜田市表彰
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《
商
工
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
商
工
会
議
所
役
員
と
し

て
地
域
の
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

中
束
多
久
夫
（
64
歳
・
長
沢
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
商
工
会
役
員
と
し
て
地

域
の
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。田

中　

敏
市
（
74
歳
・
三
隅
町
岡
見
）

《
教
育
文
化
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
浜
田
市
教
育
委
員
会
教

育
長
と
し
て
教
育
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

山
田　

洋
夫
（
72
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

　

多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
普
及
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

石
口　

清
武
（
60
歳
・
熱
田
町
）

栗
山　

美
穂
（
47
歳
・
三
隅
町
河
内
）

槇
内　

京
子
（
66
歳
・
三
隅
町
井
野
）

山
口　
　

理
（
75
歳
・
内
村
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
公
民
館
主
事
と
し
て
地

域
の
生
涯
学
習
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。牛

尾　

礼
子
（
59
歳
・
治
和
町
）

吉
本
美
和
子
（
49
歳
・
三
隅
町
折
居
）

　

多
年
に
わ
た
り
公
立
小
学
校
学
校
医
と

し
て
学
校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

八
杉　

伸
輔
（
76
歳
・
下
府
町
）

《
感
謝
状
贈
呈
》

　

多
額
の
寄
付
に
よ
り
学
校
教
育
の
充
実

及
び
文
化
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

亀
田
ヱ
ミ
子
（
故
人
・
天
満
町
）

　

多
額
の
寄
付
に
よ
り
浜
田
市
旭
自
治
区

の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

田
村　

子
（
87
歳
・
旭
町
今
市
）

　下古市集落（三隅町）では、宝くじの普及広報を
目的として、その受託事業収入を財源に実施してい
る自治総合センターの平成26年度コミュニティ助成
事業（宝くじ助成事業）を活用し、いす・いす台車・
机を購入しました。
　今後、整備した備品を活用して、地域コミュニティ
の場の充実を図るとともに、地域の活動が一層活発
になるよう取り組んでいきます。

（三隅支所自治振興課）

平成26年度
－ 市発展に功労の

平成26年度
宝くじコミュニティ助成事業
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　皆さん、インスタントラーメンはお好きですか。
年間何食くらい食べますか。世界ラーメン協会に
よると、2013年世界の消費量は約1,055億食だそ
うです。国別の消費量を見ると、１位は中国・香
港（462億食）。２位はインドネシア（149億食）、
３位が日本（55億食）で、韓国は７位（36億食）
です。しかし、１人あたりの年間消費量を見ると
韓国が73食で１位、日本は43食で６位です。月に
換算すると、韓国人は１月あたり約６食も食べて
いる計算になります。
　なぜ韓国人は、こんなにインスタントラーメン
を好んで食べるのか。もちろん、その便利さが１
番の人気ポイントですが、ほかの料理にも活用で
きるからだと思います。韓国のインスタントラー
メンの麺は３～４分煮込んでも、あまり伸びない
くらい弾力があります。そのため１つの食材とし
ても多く使われています。例えば、キムチ鍋料理
に入れるのはもちろん、トッポキにラーメンの麺
を入れた ｢ラポキ（ラーメン＋トッポキ）｣ や、ラー
メンの麺に甘辛いコチュジャンソースで混ぜ合わ
せた冷麺風の ｢ビビムラーメン｣ などなど。この
ようなニーズのため、粉末スープがない麺だけの

商品があるくらいです。
　韓国の人が愛してやまないインスタントラーメ
ン。その歴史は、日本と深い関連があります。1963
年、韓国の三養食品会社は、日本の明星食品から
インスタントラーメンの製造技術を教わり、韓国
初のインスタントラーメン ｢三養ラーメン｣ を売
り出しました。その後、弾力のある麺と韓国特有
の辛味のスープをベースにした商品を続々と開発
し、今や ｢辛ラーメン｣ をはじめとして全世界80
か国に輸出しています。
　今のような肌寒い季節には、体が温まる辛味の
スープのラーメンが食べたくなります。私も韓国
から浜田へ戻ってくるときには、必ずといってい
いほどスーツケースにインスタントラーメンを詰
め込んできます。
　最近は、日本のスーパーでも韓国ラーメンを見
かけることも増えました。皆さんも辛いと恐れず、
１度韓国ラーメンにチャレンジしてみてはいかが
でしょうか。　

還
付
金
詐
欺
は
こ
ん
な
手
口
！

　

公
的
機
関
（
市
役
所
・
社
会
保

険
事
務
所
・
税
務
署
な
ど
）
を
名

乗
る
人
か
ら
、「
払
い
過
ぎ
た
医
療

費
の
還
付
が
あ
る
」
と
電
話
が
あ

り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
に
誘
導

し
、
携
帯
電
話
で
指
示
ど
お
り
に

操
作
さ
せ
て
送
金
さ
せ
る
手
口
で

す
。「
期
限
が
今
日
ま
で
」
な
ど
と

せ
か
し
、
冷
静
に
考
え
た
り
周
囲

に
相
談
し
た
り
す
る
余
裕
を
与
え

ま
せ
ん
。一
度
払
っ
て
し
ま
う
と
、

お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
極
め
て

困
難
に
な
り
ま
す
。

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
！

①
公
的
機
関
の
職
員
が
、
還
付
金

の
手
続
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作

を
行
う
よ
う
電
話
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、
お
金
が

返
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
書
面
で
の
手
続
が
必
要
で

す
。

③
日
頃
か
ら
家
族
と
連
絡
を
取
り

合
い
、
不
審
に
思
っ
た
と
き
は

家
族
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

④
自
宅
の
電
話
に
留
守
番
機
能
が

あ
れ
ば
設
定
し
て
お
き
、
着
信

し
た
電
話
番
号
に
心
当
た
り
が

な
い
場
合
は
出
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
被
害
防
止
に
な
り
ま

す
。

「
あ
れ
っ
？
」
と
思
っ
た
ら
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
！

　

自
分
１
人
で
悩
ま
ず
に
、
近
く

の
消
費
生
活
相
談
窓
口
や
県
消
費

者
セ
ン
タ
ー
、
警
察
署
な
ど
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

・
浜
田
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
☎
�
３
１
６
０
）

・
島
根
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

月
～
金
・
日
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
。
日
曜
日
は
電

話
受
付
の
み
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
１
６
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

世界一インスタントラーメンを食べる国は？
浜田市国際交流員　金

き む

　恩
お ん

志
じ

　

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

還
付
金
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
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利用できないカードを持っている人

　利用を希望する人は、暗証番号設定の手続を
行ってください。
受付時間　月～金曜日

午前８時30分～午後５時15分
（祝日・年末年始を除く）

受付窓口　本庁総合窓口課又は各支所市民福祉課
※　支所で手続をした場合は、カード受け取りま

で数日かかります。
必要なもの
【写真付き住基カードの場合】　住基カードのみ
【写真なし住基カードの場合】　住基カード・運

転免許証など官公署が発行した顔写真付き本人
確認資料

住基カードを持っていない人

　交付を希望する人は、申請手続を行ってくださ
い。住基カードには、写真付き・写真なしの２種
類があり、写真付きのカードは本人確認資料とし
ても利用できます（写真は、申請時に撮影するこ
とができます）。

コンビニ交付の概要

利用できる店舗　全国のセブン‐イレブン・ロー
ソン・ファミリーマート・サークルＫサンクス
（マルチコピー機が設置してある店舗のみ）

利用できる時間　午前６時30分～午後11時
（12月29日～１月３日・保守点検日などを除く）

交付できる証明書　住民票の写し・印鑑証明書・
所得課税証明書

必要なもの
・住基カード（数字４桁の暗証番号が設定してあ

るもの）
・交付手数料（１通200円）

自

＜表面＞ ＜裏面＞

写真付き 写真なし

＜表面＞ ＜裏面＞

写真付き 写真なし

利用できるカード（裏面に　自　マークのスタンプあり）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利用できないカード（裏面に　自　マークのスタンプなし）

受付時間　月～金曜日　午前９時～午後５時
（祝日・年末年始を除く）

※　住基カードの作成に15分程度時間を要するため、
午後４時30分頃までに来庁してください。

受付窓口　本庁総合窓口課又は各支所市民福祉課
手数料　無料
必要な本人確認資料
【１点で即日交付できるもの】
　ＩＣ運転免許証（暗証番号・券面事項が一致する場

合）
【２点で即日交付できるもの】
（下記の①と①又は①と②で２点）
①運転免許証、パスポート、身体障害者手帳、療育手

帳、精神障害者保健福祉手帳、在留カードなど
②健康保険証、各種年金証書・手帳、官公署が発行し

た身分証明書、介護保険証、福祉医療証、学生証、
生活保護受給者証、民間企業の写真付身分証、本人
名義の預金通帳又はキャッシュカード、診察券など

※　支所で申請をした場合及び本人確認資料が不足し
た場合は、即日交付ではなく、後日受け取りとなり
ます。

　市では、住民基本台帳カード（住基カード）を
利用して、コンビニエンスストア（コンビニ）の
店舗内に設置されている多機能端末機（マルチコ
ピー機）で証明書を交付するサービスを、平成27
年１月13日㈫から開始します。
　暗証番号が設定してある住基カードがあれば、

夜間や休日でも、お近くのコンビニで証明書を取
得することができます。

問い合わせ先
本庁総合窓口課総合窓口係（☎�９４００）
各支所市民福祉課

平成27年１月13日㈫から
住基カードを使って、コンビニで住民票の写し・印鑑証明書・
所得課税証明書が取得できるようになります
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
に
よ
っ
て
伝
達
す
る
た
め
の

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
放
送
は
、
浜
田
市
以

外
の
地
域
で
も
、
様
々
な
情
報
伝

達
手
段
に
よ
っ
て
放
送
さ
れ
ま
す
。

浜
田
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
に
よ
っ
て

一
斉
に
放
送
し
ま
す
。

訓
練
放
送
日
時

11
月
28
日
㈮　

午
前
11
時

放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」
を

３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

※　

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り

ま
す
。

※　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、

災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な

ど
を
活
用
し
て
瞬
時
に
情
報
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
飲

酒
運
転
の
根
絶
を
図
る
た
め
、「
飲

酒
運
転
３
な
い
運
動
」
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

運
動
期
間

11
月
21
日
㈮
～
12
月
10
日
㈬

一
斉
行
動
日

　

11
月
21
日
㈮
・
12
月
５
日
㈮

運
動
の
重
点

⑴　
飲
酒
運
転
３
な
い
運
動

・
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い

⑵　
飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
環
境

作
り
の
推
進

【
推
進
事
項
】

①
運
転
者
は
、
飲
酒
運
転
は
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
悪
質
な
反
社
会

的
行
為
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
二
日
酔
い

で
も
飲
酒
運
転
に
な
る
こ
と
を

自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
庭
で
は
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

事
故
の
悲
惨
さ
や
責
任
の
重
さ

を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
車
で

の
来
訪
者
に
、
お
酒
を
勧
め
た

人
も
犯
罪
者
に
な
る
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

③
地
域
で
は
、
回
覧
板
な
ど
を
活

用
し
、
車
を
運
転
す
る
人
に
お

酒
を
勧
め
る
こ
と
や
、
飲
酒
運

転
だ
と
知
り
な
が
ら
、
そ
の
車

に
乗
る
こ
と
は
犯
罪
に
な
る
こ

と
を
周
知
し
ま
し
ょ
う
。

④
職
場
で
は
、
事
業
主
や
安
全
運

転
管
理
者
な
ど
が
「
飲
酒
運
転

３
な
い
運
動
」
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

運
動
の
推
進
や
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
器
の
使
用
・
点
検
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

⑤
酒
類
提
供
者
は
、
車
を
運
転
す

る
客
に
対
し
て
、
絶
対
に
酒
類

を
提
供
し
な
い
こ
と
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
、
11
月
９
日
㈰
か
ら
15
日
㈯

ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

防
火
標
語

も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま

で
は　

ま
あ
だ
だ
よ

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

※　

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、

火
の
元
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

対
象　
防
火
管
理
義
務
対
象
物
に

居
住
又
は
勤
務
す
る
人
で
、
新

た
に
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人
又
は
資
格
取
得
を

希
望
す
る
人

講
習
日　
12
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
先
着
１
０
０
人

受
講
料　
６
、
１
７
０
円

申
込
期
間

11
月
４
日
㈫
～
21
日
㈮

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

直
接
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
日
本
防
火
・

防
災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
消

防
本
部
予
防
課
及
び
各
出
張
所

に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
２
５
５
・

▢FAX
０
８
５
２
�
７
２
９
１
）

http://w
w

w
.syoubounet.jp/

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

全
国
一
斉
に
緊
急
情
報
の

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

飲
酒
運
転
根
絶
運
動
を

実
施
し
ま
す

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

を
実
施
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

至長浜

売却物件

老人ホーム
たんぽぽの里

至周布

至浜田

国道９号

老人ホーム
たんぽぽの里

位置図

shim
ane/

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会

（
☎
０
３
‐
３
５
９
１
‐
７
１

２
１
・
▢FAX
０
３
‐
３
５
９
１
‐

７
１
３
０
）

http://w
w

w
.n-bouka.or.jp/

　

く
ら
し
・
仕
事
で
発
生
す
る

様
々
な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
何

で
も
電
話
相
談
・
面
談
相
談
に
応

じ
ま
す
。

※　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈪
・
11
日
㈫
・

12
日
㈬

午
前
11
時
～
午
後
７
時

電
話
相
談　
☎
０
１
２
０
‐
５
０

６
‐
６
２
９

面
談
相
談
（
要
予
約
）

場
所　
連
合
島
根
西
部
地
協
（
浅

井
町
駅
隣
り
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
く

ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

（
☎
０
８
５
２
�
３
３
０
２
）

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
、
次
の
市
有
財
産
の
売
却
を
行

い
ま
す
。

入
札
日
時

12
月
15
日
㈪　

午
前
９
時
10
分

入
札
会
場

市
役
所
東
分
庁
舎
２
階
会
議
室

参
加
資
格

⑴　

申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個

人
又
は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）

で
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

⑵　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

②
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
３

の
規
定
に
該
当
す
る
人

③
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
４
に
規
定
す
る
制
限
を
受

け
る
人

④
役
員
な
ど
（
入
札
参
加
者
が
個

人
で
あ
る
場
合
は
そ
の
人
、
入

札
参
加
者
が
法
人
で
あ
る
場
合

は
役
員
又
は
支
店
・
事
務
所
の

代
表
者
）
が
暴
力
団
対
策
法
第

２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
で
あ
る
人

⑤
暴
力
団
な
ど
が
経
営
に
実
質
的

に
関
与
し
て
い
る
人

⑥
役
員
な
ど
が
自
己
・
自
社
又
は

第
三
者
の
不
正
の
利
益
を
図
る

目
的
や
、
第
三
者
に
損
害
を
加

え
る
目
的
で
、
暴
力
団
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
人

⑦
役
員
な
ど
が
暴
力
団
な
ど
に
対

し
て
資
金
を
供
給
し
た
り
便
宜

を
供
与
し
た
り
す
る
な
ど
、
直

接
的
あ
る
い
は
積
極
的
に
暴
力

団
の
維
持
・
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
人

⑧
役
員
な
ど
が
、
暴
力
団
な
ど
と

社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関

係
を
有
し
て
い
る
人

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
な
り

ま
す
。
売
却
物
件
の
事
前
確
認

及
び
建
築
規
制
な
ど
の
確
認
は
、

入
札
参
加
者
の
責
任
に
お
い
て

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ

の
ほ
か
入
札
参
加
に
必
要
な
用

紙
は
本
庁
財
産
管
理
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

物
件
に
関
す
る
こ
と

本
庁
財
産
管
理
課
管
財
係

（
☎
�
９
１
４
０
）

入
札
に
関
す
る
こ
と

本
庁
財
産
管
理
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

入
札
参
加
申
込
期
間

11
月
４
日
㈫
～
28
日
㈮
必
着

売却物件
物件番号 H26-5

物件名 長浜市有地

所在地 長浜町

地番 991番1

地目 宅地

地積 160.56㎡

最低売却価格 1,935,000円

　

犬
の
飼
い
主
や
、
こ
れ
か
ら
犬

を
飼
お
う
と
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

犬
の
習
性
や
病
気
な
ど
に
つ
い

て
、
正
し
い
理
解
を
得
て
、
人
と

ペ
ッ
ト
の
良
好
な
関
係
を
築
き
ま

し
ょ
う
。

※　

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
犬
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
11
月
23
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
周
布
公
民
館

内
容　
獣
医
師
に
よ
る
犬
の
病
気

の
説
明
、
動
物
看
護
師
に
よ
る

犬
の
手
入
れ
な
ど
の
説
明
・
相

談
、
訓
練
士
に
よ
る
犬
の
し
つ

け
方
の
講
義
・
実
習

定
員　
先
着
20
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
14
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

生
活
・
環
境

｢

く
ら
し
・
仕
事｣

ま
る
ご
と
解
決

浜
田
で
第
２
回
出
張
相
談

を
行
い
ま
す

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を

開
催
し
ま
す
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産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
私
た

ち
に
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

れ
る
大
切
な
存
在
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
間
違
っ

た
飼
い
方
を
し
て
い
る
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
、
犬
・
猫

な
ど
の
飼
い
方
や
し
つ
け
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、
人
と
動

物
が
共
に
幸
せ
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
一
層
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

近
所
へ
の
心
配
り
が
大
切
で
す

　

特
に
苦
情
が
多
い
の
は
、
フ
ン

の
放
置
・
鳴
き
声
・
放
し
飼
い
な

ど
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
ち

ん
と
し
つ
け
を
し
て
、
人
も
動
物

も
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
街
に
し
ま

し
ょ
う
。

散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う

　

犬
の
散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
を
持
参
し
、
フ
ン
は
持
ち

帰
っ
て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

散
歩
は
必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま

し
ょ
う

　

犬
を
抑
え
ら
れ
る
人
が
連
れ
て

行
き
、
決
し
て
離
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
放
し
飼
い
は
法
律
・
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
と
狂
犬
病
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う

　

飼
い
主
に
は
、
生
涯
１
回
の
登

録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
れ

ば
屋
内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋
内
で
飼
う
こ
と
で
周
辺
へ
迷
惑

を
か
け
な
い
だ
け
で
な
く
、
事
故

や
感
染
症
か
ら
猫
を
守
り
、
迷
子

防
止
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま

す
。

不
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

子
猫
た
ち
の
幸
せ
な
一
生
を
約

束
で
き
な
い
場
合
は
、
不
妊
去
勢

手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

絶
対
に
捨
て
な
い
で
！
終
生
飼
育

を
！

　

動
物
を
飼
う
か
ら
に
は
、
最
期

ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。
犬
や
猫
な
ど
の
動
物
を
捨
て

る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は
…

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
い
わ
ゆ

る
野
良
猫
）
へ
の
餌
の
与
え
方
や
、

そ
の
猫
の
フ
ン
尿
な
ど
に
関
す
る

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
な
か
を
空
か
せ
た
、
か
わ
い

そ
う
な
猫
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ

と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
当
に
猫
の
こ
と
を

思
う
な
ら
、
自
分
の
家
で
寿
命
が

尽
き
る
ま
で
愛
情
を
持
っ
て
世
話

を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
餌
を
与

え
る
な
ら
、近
隣
の
理
解
を
得
て
、

食
べ
残
し
や
フ
ン
尿
の
始
末
、
不

妊
去
勢
手
術
な
ど
、
き
ち
ん
と
猫

の
世
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

事
前
に
名
簿
登
録
し
、
調
査
実

施
の
際
に
調
査
員
を
お
願
い
す
る

「
登
録
統
計
調
査
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

従
事
内
容　
国
が
実
施
す
る
統
計

調
査
（
国
勢
調
査
・
農
林
業
セ

ン
サ
ス
な
ど
）
で
、
約
２
か
月

の
調
査
員
任
命
期
間
中
に
、
調

査
票
の
配
布
・
回
収
・
審
査
な

ど
に
従
事
し
ま
す
。

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察

に
直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上

の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事

で
き
る
人

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保

護
に
配
慮
で
き
る
人

報
酬　
調
査
に
従
事
し
た
場
合
に
、

国
で
定
め
た
報
酬
を
支
払
い
ま

す
。

※　

調
査
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
員

に
は
、
調
査
で
知
っ
た
事
柄
を

人
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。

※　

調
査
活
動
中
に
災
害
に
あ
っ

た
場
合
は
、
公
務
災
害
補
償
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
後
日
、
面
接
を
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
情
報
政
策
課
統
計
企
画
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

　

島
根
県
統
計
協
会
及
び
市
で
は
、

毎
年
「
島
根
県
民
手
帳
」
を
発
刊
・

販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

２
０
１
５
年
版
の
島
根
県
民
手
帳

が
発
刊
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

こ
の
手
帳
は
、予
定
表
の
ほ
か
、

県
内
の
主
要
統
計
デ
ー
タ
や
県
内

の
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

便
利
な
資
料
を
掲
載
し
た
ハ
ン

デ
ィ
タ
イ
プ
で
、
使
い
や
す
い
手

帳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

価
格　
１
冊
５
５
０
円

※　

平
成
27
年
１
月
末
ま
で
本
庁

総
合
窓
口
課
及
び
各
支
所
自
治

振
興
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
情
報
政
策
課
統
計
企
画
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

【
浜
田
土
建
㈱
募
集
分
】

募
集
期
間

11
月
４
日
㈫
～
10
日
㈪

募
集
住
宅

市
営
住
宅

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
日　
11
月
下
旬

入
居
時
期　
12
月
上
旬

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱
（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

犬
・
猫
は

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集

し
ま
す

２
０
１
５
年
版
島
根
県
民

手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

住
宅

公
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
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人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

【
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
募
集
分
】

募
集
期
間

11
月
14
日
㈮
～
28
日
㈮

募
集
住
宅

県
営
住
宅

周
布
団
地
・
汐
入
団
地

市
営
住
宅

上
府
住
宅
・
都
川
団
地

※　

こ
の
ほ
か
の
住
宅
も
募
集
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
日　
12
月
下
旬

入
居
時
期　
平
成
27
年
１
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w

w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
情
報

提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ham

ada-akiya.
com

/
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
０
）

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

　

最
近
、
農
地
の
転
用
許
可
を
受

け
な
い
で
転
用
す
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
田
か
ら
畑
へ
の
用
途
変

更
や
、
自
己
所
有
農
地
で
農
地
保

全
・
利
用
促
進
の
た
め
の
農
業
用

施
設
（
農
道
・
た
め
池
な
ど
）
や

２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
経
営
施
設

（
農
業
用
倉
庫
・
農
機
具
収
納
施

設
な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
、
ま

た
農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も

農
業
委
員
会
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
必
ず

許
可
を
受
け
て
か
ら
、農
地
転
用
・

用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受

け
、農
地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、

完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

　

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
本

庁
農
林
振
興
課
又
は
各
支
所
産
業

課
で
指
定
の
有
無
を
確
認
の
上
、

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年

２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
用
地
除
外
に
つ
い
て

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
課

　

元
気
な
浜
田
を
つ
く
る
た
め
に
、

創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
市
内
で
創
業
を
考
え
て
い

る
人
及
び
市
内
で
創
業
し
て
間

が
な
い
人

１
回
目

日
時　
11
月
８
日
㈯

午
後
２
時
～
５
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

２
～
５
回
目

日
時　
11
月
15
日
㈯
・
29
日
㈯
・

12
月
６
日
㈯
・
13
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ぷ
ら
っ
と
（
シ
テ

ィ
パ
ル
ク
内
）

定
員　
30
人

料
金　
２
、
０
０
０
円
（
全
５
回

分
）

内
容　
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
構

築
か
ら
、
創
業
・
経
営
を
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
事
業
計
画

の
作
り
方
ま
で
を
学
び
、
最
終

日
に
は
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

※　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
全
５
回
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で

す
の
で
、
原
則
、
全
て
の
回
へ

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
商
工
係

（
☎
�
９
５
０
１
）

　

市
民
憲
章
の
理
念
に
基
づ
い
た

活
動
に
永
年
取
り
組
ん
で
い
る
人

を
表
彰
す
る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り

団
体
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
憲
章
推
進
大
会

本
庁
政
策
企
画
課
企
画
係

（
☎
�
９
２
０
０
）

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

本
庁
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届
出

及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
出
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

浜
田
を
元
気
に
す
る
創
業
塾

を
開
催
し
ま
す

市
民
憲
章
推
進
大
会
・
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

税
を
考
え
る
週
間

テ
ー
マ　
税
の
役
割
と
税
務
署
の

仕
事

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日

か
ら
17
日
を「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

http://w
w

w
.nta.go.jp/

浜
田
税
務
署
長
納
税
表
彰
式

　

納
税
道
義
の
高
揚
な
ど
に
貢
献

し
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。

日
時　
11
月
13
日
㈭

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会

議
室

租
税
作
品
合
同
表
彰
式

　

今
年
で
第
３
回
と
な
る
租
税
作

品
合
同
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階
ゆ

め
広
場

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
26
年
分
の
年
末
調
整
の
仕

方
、
法
定
調
書
・
給
与
支
払
報
告

書
の
記
載
と
提
出
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
20
日
㈭

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー

ル
対
象
地
域　
浜
田
市
全
域

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
３
６
０
）

虐
待
？
と
思
っ
た
ら

　
　
　
　
す
ぐ
に
お
電
話
を

　

虐
待
は
早
期
の
支
援
に
よ
っ
て

予
防
が
で
き
ま
す
。
児
童
相
談
所

や
市
の
相
談
窓
口
で
は
、
子
育
て

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で

救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

※　

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
が

で
き
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

今
年
度
の
標
語

た
め
ら
わ
ず　

知
ら
せ
て
つ
な

ぐ　

命
の
輪

相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐

０
０
０
）

・
浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待　
な
ぐ
る
・
け
る
・

た
た
く
・
投
げ
落
と
す
・
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
・
や
け
ど
を
負
わ

せ
る
・
お
ぼ
れ
さ
せ
る　

な
ど

性
的
虐
待　
子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
・
性
的
行
為
を
見
せ
る
・
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す

る　

な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト　
家
の
中
に
閉
じ
込

め
る
・
食
事
を
与
え
な
い
・
ひ

ど
く
不
潔
に
す
る
・
自
動
車
の

中
に
放
置
す
る
・
重
い
病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い　

な
ど

心
理
的
虐
待　
言
葉
に
よ
る
お
ど

し
・
無
視
・
兄
弟
間
で
の
差
別

的
扱
い
・
子
ど
も
の
目
の
前
で

家
族
に
対
し
て
暴
力
を
振
る
う

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）　

な
ど

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
「
赤

ち
ゃ
ん
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
な
い

で
」

　

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
か

ら
と
い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
と
、

赤
ち
ゃ
ん
の
頭
（
脳
や
網
膜
）
に

損
傷
を
与
え
、
重
い
障
が
い
が

残
っ
た
り
命
を
落
と
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も

泣
き
や
ま
な
い
と
き
は
、
赤
ち
ゃ

ん
を
安
全
な
場
所
に
寝
か
せ
て
、

そ
の
場
を
少
し
の
間
離
れ
、
ま
ず

自
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

運
動
機
能
を
高
め
、
活
動
的
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た

め
に
次
の
２
会
場
で
教
室
を
行
い

ま
す
。

対
象　
浜
田
市
民
で
、
筋
力
や
バ

ラ
ン
ス
力
な
ど
の
運
動
機
能
が

低
下
傾
向
に
あ
る
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
、
65
歳
以
上

の
人
で
、
３
か
月
継
続
し
て
参

加
で
き
る
人

※　

運
動
機
能
に
つ
い
て
は
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
参

考
に
し
ま
す
。

内
容　
体
力
測
定
・
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
・
機
器
を
使
用
し
た
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ほ
か

料
金　
１
、
０
０
０
円
程
度

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
）

申
込
締
切
日　
11
月
28
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

問
診
な
ど
で
身
体
状
況
を
確

認
し
ま
す
。
身
体
状
況
・
教
室

の
定
員
な
ど
に
よ
り
、
お
断
り

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

税
務
・
納
税

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

子
育
て

毎
年
11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

健
康
・
福
祉

高
齢
者
運
動
機
能
向
上

教
室
を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

日
時　
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
毎

週
火
・
木
曜
日

午
前
９
時
～
10
時
30
分

場
所　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

定
員　
10
人
程
度

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
包

括
支
援
係
（
☎
�
９
３
２
１
）

日
時　
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
毎

週
水
・
金
曜
日

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
み
す
み

定
員　
15
人
程
度

※　

平
成
25
年
度
に
参
加
し
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

三
隅
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係
（
☎
�
２
８
０
６
）

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場に用意しています。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成26

年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。
・市役所本庁１階地域医療対策課10番窓口及び各支

所市民福祉課・各公民館にもあります。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できる
ような服装で受診してください。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課健康推進係

（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課

【　浜　田　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

４
日
㈫

9:00～　9:15 福井集会所

６
日
㈭

10:00～10:15 大麻公民館

11
日
㈫

9:00～　9:10 長見町２町内公民館
9:30～　9:40 小福井団地集会所 10:30～10:45 陽光台集会所 9:20～　9:30 石見公民館長見分館
9:55～10:20 石原集会所 11:05～11:15 ＪＦしまね浜田支所津摩出張所 10:00～10:10 西岡公民館

10:40～10:55 松本克己様宅前（内田町） 11:25～11:35 門田地区公民館 10:20～10:30 石見公民館細谷分館
11:05～11:25 美川公民館 13:00～13:30 周布公民館 10:45～10:55 三階町東岡公民館
11:45～11:55 一の瀬集会所 13:40～14:00 日脚児童館 11:10～11:20 三階町５町内公民館
12:05～12:15 草森勝美様宅前（鍋石町） 14:15～14:30 長浜商港会館 13:00～13:10 野原２町内公民館
14:00～14:15 櫟田原公民館 14:45～15:00 長浜公民館 13:20～13:30 総合福祉センター
14:35～14:45 田橋上町内集会所 15:15～15:40 柴田畳店前 13:40～13:50 竹迫４町内集会所
14:55～15:05 美川公民館西分館 15:50～16:30 グループホームみんなの家 14:10～15:00 石見公民館
15:20～15:30 横山老人肉用牛センター

７
日
㈮

9:00～　9:10 後野８町内公民館 15:20～15:30 笠柄３町内集会所前

15:45～15:55 三浦和人様宅前
（内村町牛谷公民館横）

9:25～　9:35 後野４町内公民館 15:45～16:00 浜田浄化センター前
9:50～10:00 石見公民館佐野分館 16:15～16:30 内職市場青川倉庫

16:05～16:30 グループホームみかわ 10:15～10:35 石見公民館宇津井分館

13
日
㈭

14:00～14:10 桜ケ丘警察官宿舎横

５
日
㈬

9:00～　9:30 俵薬局前 10:55～11:05 河内集会所 14:25～14:40 ホワイト急便神在坂店前
9:45～10:00 瀬戸見文化センター 11:20～11:40 ラ・ぺアーレ浜田 14:50～15:10 長沢２町内児童館

10:20～10:40 紺屋町ふれあい広場 13:00～13:20 浜田ビューティーカレッジ 15:20～15:40 二反田団地集会所
11:00～11:15 再会駐車場 13:30～13:50 緑ヶ丘相談室 15:50～16:05 生湯町４町内会集会所
11:30～11:45 田中実酒店横 14:00～14:20 県営住宅黒川団地

４の３町内集会所
16:15～16:25 生湯町３町内公民館

13:15～13:50 医師会館前 16:35～16:50 池内進様宅前（生湯町４－３町内）
14:00～14:15 市役所本庁 14:30～14:50 靴のまつむら駐車場 17:00～17:10 めさまし食堂看板前
14:30～15:00 浜田保健所 15:00～15:20 中山工務店駐車場跡
15:15～15:45 有料老人ホーム花みずきの家 15:30～15:40 グループホームひなたぼっこ相生
16:00～16:15 環境保健公社 16:30～16:40 有料老人ホーム共生の家

【　旭　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

13
日
㈭

9:00～　9:10 丸原寺廻り集会所

14
日
㈮

9:00～　9:10 本郷生活改善センター 14
日
㈮

13:20～13:30 都川高齢者活動促進センター
9:20～　9:30 丸原センター 9:25～　9:35 戸川生活改善センター 13:40～13:50 西都川集会所
9:45～　9:55 しろつの生活センター 9:50～10:00 岩畳生活改善センター 14:10～14:20 坂本構造改善センター

10:10～10:20 木田生活改善センター 10:15～10:30 越木多目的集会所
10:40～10:50 重富生活改善センター 10:50～11:00 来尾集会所
11:10～11:20 和田生活改善センター 11:20～11:40 早水生活改善センター
11:40～12:00 旭保健センター 13:00～13:10 東都川集会所

ピ
ン
シ
ャ
ン
！
ら
く
ら
く

筋
ト
レ
教
室

高
齢
者
筋
力
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

11月結核レントゲン検診の日程
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健 康 コラムコラム

　浜田市では、平均寿命や健康寿命が島根県内でも
低い状況です。引き下げている原因の病気として脳
卒中があり、脳卒中死亡率が高い状況です。脳卒中
の種類は、脳の血管がつまる「脳梗塞」、脳の血管
が破れて出血する「脳出血」、血管の変形・瘤

りゅう

の破
裂による「くも膜下出血」の３つがあります。
　浜田市の脳卒中発症者の状況をみると、脳梗塞が
83％、次いで脳出血が13％でした。近年65歳以下の
発症も多く、30～40歳代の発症もみられます。脳卒
中の発症月は、２月・10月・１月・12月の順で多い
ですが、夏場の脱水による脳梗塞もあり、年間を通
じて注意が必要です。
　脳卒中の徴候としては、脱力・手足のしびれ・ろ
れつが回らない・麻痺の順となっています。脳卒中
の徴候が出現してから３時間未満で病院受診した人
の割合は、男女計で約４割程度であり、残り６割の
人は徴候を自覚していても様子をみている状況があ
りました。突然に今までとは違うような次の症状が
１つでも出現したら、早期に受診しましょう。
○片方の口角が下がる、笑っても片方の口角が下

がったままの顔の変
○手又は足が片方だけ動かない、又は動かしづらい

腕の変
○はっきり発音できない、言葉が出ない言葉の変

　脳卒中発症者には、毎日１合以上の飲酒
や毎日のたばこ、塩分・糖分を気にしない
などの生活習慣がみられます。禁煙・節酒・
薄味に心掛けましょう。
　脳卒中を引き起こす原因の病気は、高血
圧や糖尿病などの生活習慣病です。高血圧
対策としては血圧値の適正管理と減塩があ
ります。特に家庭で毎日血圧を測定するこ
とが治療の有効な判断基準となることや１
日に塩分６ｇ以下に抑えることによる降圧
効果があることが分かっています。糖尿病
がある人とない人では脳梗塞発症が２～３
倍違いがあることも分かっています。

　生活習慣病は自覚症状がありません。年
に１度は健康診査を受け、生活習慣の改善
に努め、脳卒中を予防しましょう。

（本庁地域医療対策課）

※　次回12月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

　

高
齢
者
に
対
す
る
肺
炎
球
菌
定

期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
な

ど
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
接
種

す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象

①
年
度
末
ま
で
に
65
歳
・
70
歳
・

75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・

95
歳
・
１
０
０
歳
・
１
０
１
歳

以
上
に
な
る
市
民

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫

機
能
障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
の
市
民

※　

こ
れ
ま
で
に
１
度
で
も
高
齢

者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

は
対
象
外
で
す
。

実
施
期
間

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

接
種
実
施
医
療
機
関

　

次
ペ
ー
ジ
上
段
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※　

予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
、

通
院
や
入
院
患
者
を
優
先
す
る

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　
１
回

接
種
料
金　
３
、
０
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

持
っ
て
く
る
も
の　
保
険
証
（
住

所
・
生
年
月
日
な
ど
を
証
明
す

る
も
の
）・
免
除
証
明
書
（
必

要
な
人
の
み
）・
身
体
障
害
者

手
帳
（
必
要
な
人
の
み
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

　

肺
炎
の
予
防
や
肺
炎
に
か
か
っ

て
も
軽
い
症
状
で
す
む
と
い
っ
た

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

　

注
射
し
た
部
分
が
腫
れ
る
、
熱

が
出
る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
れ

に
重
篤
な
症
状
（
血
小
板
減
少
性

紫
斑
病
な
ど
）
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

ちょっと変！　脳卒中かもしれません！

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
定
期

予
防
接
種
に
関
す
る
お
知

ら
せ
で
す
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実施医療機関一覧表 ○は、事前に予約が必要です。
医療機関名 住所 電話番号 予約 医療機関名 住所 電話番号 予約

池田ひ尿器科皮ふ科医院 朝日町 �５３５３ ○ 西川病院（注１） 港町 �２３９０ ○
うのピアノクリニック 宇野町 �１９１１ ○ 能美クリニック（注１） 天満町 �３２３１ ○
大石内科医院（注１） 黒川町 �０３１３ ○ 半田医院 港町 �０２８８ ○
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ 真鍋医院 国分町 �００３１
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ 丸山内科クリニック 相生町 �１１１５
沖田病院 殿町 �１５５５ ○ 都医院 治和町 �０１００
笠田医院 牛市町 �１６２１ ○ 彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７ ○
北村内科クリニック 国分町 �２２５７ ○ やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ○
小池医院 日脚町 �１０２０ ○ 山根病院 熱田町 �０６８８ ○
斎藤医院 朝日町 �０２２８ ○ 金城沖田医院 金城町七条 �１８００
さかね内科 殿町 �２２３４ ○ 国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ○
さわだこどもクリニック 国分町 �３７７７ ○ 国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ○
島田病院 殿町 �２５１１ ○ 酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ○
すみれ小児科 熱田町 �１００６ ○ 浜田市国保弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ○
国民健康保険大麻診療所 西村町 �００１４ ○ 寺井医院 三隅町三隅 �００３８ ○
中村医院 片庭町 �１１８３ ○ 中村医院 三隅町三隅 �００２１ ○
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ ○ 野上医院 三隅町三隅 �００３１ ○
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ○ 山根病院三隅分院 三隅町岡見 �４３４３ ○
中山産婦人科医院 殿町 �００７１ ○ びおら小児科 江津市 0855�5355 ○
西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００ ○ 上田医院 邑南町 0855�0070
※　（注１）は、通院・入院患者のみ対象です。

　近年、食生活の欧米化などにより大腸がんが増
加しています。この機会に検診を受けましょう。
対象者　40歳以上
受診料　無料
検診方法及び日時　郵送法となります。次の流れ

を確認し、間違いのないようにお願いします。

①　検診会場で容器を配布します（各自治
区検診日程を確認してください）。

※　大腸がん検診受診票を持っている人
は、受診票に必要事項を記入の上、検診
会場へ持参してください。受診票は、会
場にも準備しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、２～３
週間で受診者へ送付されます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）
各支所市民福祉課

浜　田　市

受　診　者

ＪＡ島根厚生連（検査機関）

検診の流れ

各自治区検診日程
容器配布日 受付時間 会場

金
城

11月１日㈯ 10:00～16:00 ふれあいジム・かなぎ
11月２日㈰ 9:00～15:00 ふれあいジム・かなぎ

11月４日㈫

9:00～　9:30 美又公民館（みまた会館）
10:30～11:00 久佐公民館（くざ会館）
13:30～14:00 小笹集会所
15:00～15:30 小国公民館（おぐに会館）

11月５日㈬
9:00～　9:30 今福公民館（ふれあい会館）

10:30～11:00 かたらいの家
13:30～14:00 波佐公民館（ときわ会館）

11月６日㈭ 9:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課
旭11月28日㈮ 9:00～17:00 市役所旭支所市民福祉課
弥
栄

11月19日㈬ 9:00～11:30 市役所弥栄支所市民福祉課
11月26日㈬ 9:00～11:30 老人福祉センター

三
隅

11月14日㈮ 9:00～17:00 市役所三隅支所市民福祉課

11月17日㈪

9:00～10:00 三保公民館
10:30～11:00 中組集会所
11:30～12:00 谷集会所
13:30～14:00 黒沢公民館

11月18日㈫

9:00～10:00 海石集会所
10:30～11:00 白砂公民館
13:30～14:00 上室谷集会所
14:30～15:00 下室谷集会所

11月19日㈬

9:00～　9:30 みのり会館
10:00～10:30 市場集会所
13:30～14:30 岡見公民館
15:00～15:30 松原集会所

11月20日㈭ 9:00～17:00 市役所三隅支所市民福祉課
11月21日㈮ 9:00～12:00 三隅保健センター

※　浜田自治区の検診日程は、『広報はまだ』１月号に
掲載します。

大腸がん検診を受けましょう
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　12月以降のがん検診の日程は、「平成26年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種

がん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人及び

クーポン券が送付された人
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先が

異なりますので注意してください）。
【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成27年２月27日㈮まで
毎週月・水・金曜日、第２・４火曜日
検診当日受付時間　14:00～14:30

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田11月30日㈰ 9:00～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を

受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成27年２月27日㈮まで
受託医療機関　江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　江木医院　11月28日㈮　17:00～19:00
※　前日までに予約が必要です。
【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

金
城11月５日㈬

9:00～　9:30 波佐公民館（ときわ会館）
10:00～10:20 小国公民館（おぐに会館）
10:45～11:00 かたらいの家
11:30～12:00 久佐公民館（くざ会館）
13:30～14:00 今福公民館（ふれあい会館）
14:30～14:50 小笹集会所

旭11月10日㈪

9:00～　9:30 都川高齢者活動促進センター
10:00～10:20 市木生活改善センター
11:00～11:20 重富生活改善センター
11:40～12:00 木田生活改善センター
13:15～14:15 旭保健センター

14:45～15:15 島根あさひ社会復帰促進セ
ンタービジターセンター

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田

11月６日㈭ 9:00～10:00 ラ・ペアーレ浜田
13:00～13:30 美川公民館西分館

11月17日㈪ 9:00～10:00 長浜公民館
13:30～14:00 福井集会所

11月27日㈭ 9:00～10:00 周布公民館
13:30～14:00 大麻公民館

三
隅

11月20日㈭ 8:30～11:00 三隅保健センター

11月26日㈬ 8:30～　9:30 海石集会所
10:30～11:00 市役所三隅支所

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上で次のいずれかに該当する人
　①喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の人
　②６か月以内に血痰があった人

実施日 受付時間 会　場

浜
田11月17日㈪

9:00～　9:20 石見公民館
10:10～10:30 国府公民館
11:10～11:30 市役所本庁
13:00～13:20 周布公民館
13:50～14:10 長浜公民館
14:50～15:00 美川公民館

金
城

11月18日㈫

9:00～　9:20 みどりかいかん
9:50～10:10 美又公民館（みまた会館）

10:40～11:10 久佐公民館（くざ会館）
13:00～13:20 今福公民館（ふれあい会館）
13:50～14:10 かたらいの家
14:40～15:10 小笹集会所

11月19日㈬ 13:30～14:00 波佐公民館（ときわ会館）
15:00～15:30 小国公民館（おぐに会館）

旭11月19日㈬

7:30～　8:00 旭保健センター
8:40～　8:50 木田生活改善センター
9:30～　9:40 重富生活改善センター

10:20～10:30 市木生活改善センター
11:10～11:20 都川高齢者活動促進センター

三
隅

11月20日㈭ 8:00～11:00 三隅保健センター

11月21日㈮ 9:00～　9:30 岡見漁業振興会館
10:30～11:00 海石集会所

11月25日㈫

9:00～　9:20 三保公民館
10:00～10:20 みのり会館
10:50～11:10 市役所三隅支所
11:30～11:50 岡見公民館
13:30～13:50 黒沢公民館
14:10～14:30 白砂公民館

11月各種がん検診の日程



19　　　広報はまだ：平成26年11月号

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
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生
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島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
視
覚
・
聴
覚

に
障
が
い
の
あ
る
人
へ
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

目
の
不
自
由
な
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

・
点
字
図
書
、
録
音
図
書
・
雑
誌

の
貸
出
し

・
各
種
文
書
の
朗
読
、
録
音
、
点

訳
、
代
筆

・
各
種
訓
練
（
歩
行
・
点
字
・
パ

ソ
コ
ン
利
用
・
日
常
生
活
な
ど
）

耳
の
不
自
由
な
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

・
字
幕
（
手
話
）
入
り
映
像
Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
出
し

・
電
話
な
ど
の
中
継
連
絡

共
通
サ
ー
ビ
ス

・
広
報
誌
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

・
学
習
・
交
流
機
会
の
提
供

・
視
聴
覚
障
が
い
者
用
機
器
・
用

具
の
展
示
、
貸
出
し
、
紹
介
、

斡
旋

・
各
種
相
談

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４

・
▢FAX
�
９
３
３
５
）

Em
ail:info@

bd-iw
am

i.org

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
成

立
を
受
け
、
浜
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
、「
あ
ん
し
ん
生
活
相
談

窓
口
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
を
送
る
上
で
の
困
り

ご
と
（
就
労
の
課
題
・
心
身
の
不

調
・
家
計
の
問
題
・
家
族
の
問
題

な
ど
）
に
つ
い
て
、
個
別
的
な
支

援
を
行
い
、
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
よ
う
一
緒
に
問
題
解
決
を
図

り
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

開
設
日
時　
月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
き

ま
す
。

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
�
１
７
５
５
）

年
金
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す

る
と
、
い
つ
で
も
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の

年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
自

身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ

タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
平

成
27
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

※　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送

付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

あ
ん
し
ん
生
活
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
し
た

保
険
・
医
療
・
年
金

11
月
30
日
は

「
年
金
の
日
」
で
す

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
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上
方
落
語
家
の
講
師
の
楽
し
い

お
噺は

な

し
で
、
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、「
和

洋
折
衷
こ
ま
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
11
月
23
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

出
演

・
露
の
新
治
さ
ん
（
上
方
落
語
家
）

・
江
嶋
修
作
さ
ん
（
解
放
社
会
学

研
究
所
所
長
）

・
伏
見
龍り

ゅ
う
す
い水
さ
ん
（
曲
芸
家
）

料
金　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

べ
っ
ぴ
ん
の
会　

山
本
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
５
７
５
‐
３

７
７
５
）

　

松
江
地
方
法
務
局
及
び
島
根
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11

月
17
日
㈪
か
ら
23
日
㈰
ま
で
の
７

日
間
を
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

設
定
し
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
、
周

り
で
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き

し
た
と
い
う
人
は
、
気
軽
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

期
間　
11
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前

10
時
～
午
後
５
時
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

・
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

・
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

11
月
12
日
㈬
か
ら
25
日
㈫
ま
で

の
２
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

身
体
的
暴
力
に
限
ら
ず
、
精
神
的

暴
力
・
経
済
的
暴
力
・
性
的
暴
力
・

社
会
的
暴
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暴

力
が
含
ま
れ
ま
す
。
ど
ん
な
形
で

あ
っ
て
も
、
暴
力
は
相
手
の
尊
厳

を
傷
つ
け
、
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
る
と
と
も
に
子
ど
も
に
も
深
刻

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
中
・
高
校
生
や
大
学
生

な
ど
若
い
カ
ッ
プ
ル
間
で
起
き
る

Ｄ
Ｖ
を
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
い
い
、
若

年
層
へ
の
啓
発
活
動
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
者
を
な
く
し
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
し
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
Ｄ
Ｖ
を
正
し
く
理
解
し
、

Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
受
け
た
ら
…

　

話
を
聞
き
、
相
談
窓
口
で
相
談

す
る
こ
と
を
助
言
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
か
な
と
思
っ
た
ら
…

　

相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま

す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓

口
（
☎
�
３
４
３
４
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

近
年
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
は
じ

め
、
い
じ
め
の
問
題
や
児
童
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

事
件
の
多
発
や
、
フ
リ
ー
タ
ー
や

ニ
ー
ト
の
若
者
の
数
が
多
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
国
で

は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
11

月
を
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
・
地

域
社
会
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
支

援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

　

在
住
外
国
人
の
日
本
語
学
習
機

会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

が
あ
る
人
、
こ
れ
か
ら
日
本
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
い

人
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　
11
月
29
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

講
師　
澤
田
幸
子
さ
ん
（
海
外
産

業
人
材
育
成
協
会
）

定
員　
40
人

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
21
日
㈮

　

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
ク
リ

ス
マ
ス
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
す
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
外
国
か
ら
来

た
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
一
緒

人
権

べ
っ
ぴ
ん
寄
席
を

開
催
し
ま
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相

談
を
行
い
ま
す

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯
罪
で
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

に
外
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
気
分
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生

日
時　
12
月
７
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

定
員　
30
人

参
加
費　
２
０
０
円

※　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
12
月
４
日
㈭

　

中
国
語
を
学
ん
だ
こ
と
の
な
い

人
、
中
国
語
を
学
習
中
の
人
も
大

歓
迎
で
す
。
国
際
交
流
員
の
王
恒

さ
ん
と
一
緒
に
、
中
国
語
を
楽
し

く
ゼ
ロ
か
ら
勉
強
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

日
時　
11
月
14
日
㈮
・
20
日
㈭
・

27
日
㈭
・
12
月
11
日
㈭
・
18
日

㈭
・
平
成
27
年
１
月
８
日
㈭
・

15
日
㈭
・
22
日
㈭
・
29
日
㈭
・

２
月
５
日
㈭
（
全
10
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
15
人

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
11
月
７
日
㈮

　

国
際
交
流
員
の
王
恒
さ
ん
と
一

緒
に
、
発
音
の
復
習
、
そ
し
て
文

法
・
会
話
を
楽
し
く
勉
強
し
ま
せ

ん
か
。

日
時　
11
月
13
日
㈭
・
20
日
㈭
・

27
日
㈭
・
12
月
11
日
㈭
・
18
日

㈭
・
平
成
27
年
１
月
８
日
㈭
・

15
日
㈭
・
22
日
㈭
・
29
日
㈭
・

２
月
５
日
㈭
（
全
10
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
15
人

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
11
月
７
日
㈮

　

ス
テ
ッ
プ
２
に
引
き
続
き
、
韓

国
語
の
基
礎
文
法
、
簡
単
な
会
話

な
ど
を
、
国
際
交
流
員
の
金
恩
志

さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
12
月
９
日
㈫
・
16
日
㈫
・

平
成
27
年
１
月
13
日
㈫
・
20
日

㈫
・
27
日
㈫
・
２
月
３
日
㈫
・

17
日
㈫
・
24
日
㈫
・
３
月
３
日

㈫
・
10
日
㈫
（
全
10
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
15
人

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
12
月
５
日
㈮

　

韓
国
語
の
会
話
が
で
き
る
人
、

国
際
交
流
員
の
金
恩
志
さ
ん
や
参

加
者
同
士
で
話
し
な
が
ら
韓
国
語

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
10
日
㈬
・
17
日
㈬
・

平
成
27
年
１
月
14
日
㈬
・
21
日

㈬
・
28
日
㈬
・
２
月
４
日
㈬
・

18
日
㈬
・
25
日
㈬
・
３
月
４
日

㈬
・
11
日
㈬
（
全
10
回
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
12
月

10
日
㈬
の
み
午
後
１
時
30
分
～

３
時
）

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
15
人

参
加
費　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
12
月
５
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
行
い
ま
す
。
家
族
や
近
所

の
皆
さ
ん
で
参
加
し
て
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　
小
学
校
４
年
生
以
上

種
目　
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル

※　

一
般
の
部
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
の
い
ず
れ
か
１
つ
の
参
加
に

な
り
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成　
３
～
５
人
で
１
チ

ー
ム
（
試
合
中
の
交
代
は
で
き

ま
す
が
、
コ
ー
ト
内
は
３
人
）

※　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
、
コ
ー

ト
内
３
人
の
う
ち
、
必
ず
小
学

生
以
下
１
人
・
大
人
１
人
を
含

む
３
人
で
構
成
す
る
こ
と
（
原

則
、
親
子
が
望
ま
し
い
）。

日
時　
11
月
30
日
㈰

午
前
８
時
～
正
午
（
予
定
）

※　

受
付
後
、
準
備
運
動
・
初
心

者
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所　
浜
田
東
中
学
校
体
育
館

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
25
日
㈫

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
本
庁
生
涯
学
習

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

空
い
た
時
間
と
場
所
を
利
用

し
て
、「
ク
ッ
ブ
」も
行
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
７
２
１

・
▢FAX
�
５
０
９
０
）】

Em
ail:m

anabi@
city.ham

ada.
shim

ane.jp

中
国
語
講
座

　
　

入
門
編
～
３
～

中
国
語
講
座

　
　

初
級
編
～
サ
ン
～

は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

韓
国
語　

～
ス
テ
ッ
プ
３
～

話
し
ま
し
ょ
う
！

韓
国
語　

～
セ
ッ
～

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
を

開
催
し
ま
す
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浜田市人権尊重のまちづくり推進大
会を開催しました（９月６日）

来年３月に100歳を迎える小谷ヒフミさん（殿
町）を訪問し、長寿の記念品を贈呈しました
（9月11日）

石州和紙と熊野筆を通じて交流のある広島県
熊野町の筆まつりに参加しました（9月23日）

山陰自動車道建設促進島根県民総決
起大会に出席しました（9月27日）

濱田純一東京大学総長を表敬訪問しまし
た。「浜田」つながりで、浜田市へ来てい
ただけるようお願いしました（9月25日）

全国大会に出場される皆さんを激励しました（９月９日・10日・30日）
【写真、左から国民体育大会（水泳競技）出場の阿部雄大さん（浜田高校）、全国専門学校サッカー選手権出場のリハビリテーショ
ンカレッジ島根サッカー部の皆さん、全国健康福祉祭ねんりんピック（ウォークラリー・ペタンク）に出場される皆さん】

東京都で開催された東京島根県人会総会とふ
れあいの集いに出席しました（9月20日：写
真はアトラクションで披露した石見神楽）

リハビリテーションカレッジ島根・浜田
商業高校・浜田高校・浜田水産高校を訪
問し、地元就職促進の協力をお願いしま
した（9月9日：写真は浜田商業高校）

オリンピック金メダリスト体操の神様！
竹本正男の軌跡寄贈品披露展のオープニ
ングセレモニーを開催しました（9月13日）

市内各所で行われた敬老会に出席し
ました（9月13日～15日：写真は浜
田地区）

市長日記元気な浜田をつくります （平成26年９月）
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　９月30日㈫の早朝、秋の全国交通安全運動の一環として、三
隅町河内婦人会による交通安全人の目監視が行われました。
　国では、全国交通安全運動期間中の「０」の付く日を「交通
事故死ゼロを目指す日」としています。この日は、通勤・通学
時間帯に地域の幹線道路沿いで、交通安全のぼり旗や横断幕を
掲げて安全運転を呼び掛けました。河内婦人会は、日頃から町
内の児童・生徒へ交通安全を呼び掛けるなど、積極的に交通安
全啓発活動を行っています。

安全運転をお願いします！

　９月29日㈪、稲刈り体験が弥栄小学校付近の田んぼで行われ、
弥栄小学校５年生６人が参加しました。これは、農作業を体験
することで、食料を大切に思い、生産者に感謝する心を培って
もらおうと、毎年地元農家の指導により行われています。
　黄金色に育ったコシヒカリの刈り取りに挑戦した児童たち
は、力が足りなくて鎌でなかなか刈り取れなかったり、屈んだ
姿勢に耐えられず腰をのばしたりしながら収穫を行いました。
刈り取った稲は、ハゼ干しし、脱穀を行った後に、みんなでい
ただきます。

　９月28日㈰、楽しい認知症予防サロンが石見公民館で行われ
ました。このサロンは、浜田レクリエーション協会と石見公民
館が共催で行ったもので、約20人が参加しました。
　参加者は、和やかな雰囲気の中、歌を歌ったり、ジャンケン
ゲームやグループに分かれて行うゲームをしたりと、頭や体を
使ったレクリエーションで大いに盛り上がりました。初めて参
加した人は、「動きについていけないところもあったけど、す
ごく楽しくできた」と話していました。

ジャンケンゲームで盛り上がる参加者

　９月27日㈯、島村抱月ウォーキング大会が開催され、約80人
が参加しました。これは、金城三偉人ウォーキング大会の第２
弾として金城自治区６公民館連合会が行ったものです。
　この日は、島村抱月の生誕地「小国」から成育地「久佐」ま
での7.6㎞のコースを、地元ボランティアの説明を聞きながら、
島村抱月ゆかりの石碑や神社を巡り、「新劇の父」と呼ばれた
偉人の足跡をたどりました。参加者は爽やかな秋晴れのもと、
自然豊かな山あいの風景を楽しみ、心地よい汗をかきました。

絶好のウォーキング日和でした

刈り取った稲をハゼ干しする児童

♥Town Topics まちのわだい

交通事故死ゼロを願い！
～ 秋の全国交通安全運動「人の目交通監視」 ～

みすみ

やさか収穫の喜びを分かち合う
～ 弥栄小学校稲刈り体験 ～

楽しみながら予防しよう
～ 楽しい認知症予防サロン ～

はまだ

抱月ゆかりの地を巡る
～ 島村抱月ウォーキング大会 ～

かなぎ
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　９月26日㈮、今市小学校１年生から４年生の78人が旧和田小
学校へ遠足に行きました。この遠足は、昨年度末に閉校した旧
和田小学校区の皆さんに、子どもたちとふれあってもらおうと
企画されました。
　児童たちは、片道約４㎞の道のりを歩いた後、地域の高齢者
と一緒にスカットボールを行い、打った球が得点穴に入るたび
に大きな歓声をあげ、みんなで盛り上がりました。昼食には、
食生活改善推進員の皆さんと一緒に作った豚汁を食べ、地域の
人たちとの交流を深めていました。 高齢者との交流戦も行われました

　９月23日㈷、弥栄自治区敬老会が弥栄会館で開催されました。
　式典では、地域功労者の表彰が行われ、続いて弥栄小学校児
童が「感謝の気持ち」の作文を読み上げました。
　その後、児童や弥栄中学校生徒による演奏や合唱、肩たたき
などのプレゼントがあり、出席した皆さんはとても喜んでいま
した。また、神楽や踊りなどのアトラクションもあり、ふだん
なかなか会えない旧知の人との再会を楽しんでいました。

肩たたきをしたりして、出席者と話す子どもたち

　９月23日㈷、「テニスの日」イベントが島根県立大学テニス
コートで開催されました。このイベントは、テニスの普及・発
展とテニス関係者の結束を深めることを目的に全国的に行われ
たもので、浜田市でも浜田市テニス協会が開催しました。
　この日は、３歳から75歳の市内外の人が参加し、子ども・初
心者・経験者に分かれてレッスンを行いました。初めてラケッ
トをにぎった参加者は、「楽しかった。これからも続けていき
たい」と話していました。

ラリーを楽しむ子どもたち

　９月21日㈰、交通安全啓発キャンペーンが金城町七条地内の
国道186号で行われました。これは、秋の全国交通安全運動の
一環として、交通安全協会金城支部雲城分会が行ったものです。
毎年、石見神楽の「恵比須」や「鬼」が一緒に啓発活動を行っ
ており、今年は「大蛇」が登場しました。
　キャンペーンに参加した24人は、「安全運転をお願いします」
と笑顔でドライバーに呼び掛けました。

ドライバー１人ひとりに安全運転を呼び掛けます

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

地域と子どもたちのふれあい
～ 今市小学校なかよし遠足 ～

あさひ

敬愛を込めて「ありがとう」
～ 弥栄自治区敬老会 ～

やさか

テニスで遊ぼう
～ ９月23日は「テニスの日」 ～

はまだ

交通事故のない安全な町を目指して
～ 交通安全啓発キャンペーン ～

かなぎ
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　９月13日㈯、陶芸教室が木田公民館で行われ、自治区内外か
ら参加した25人が思い思いの作品を制作しました。
　参加者は、１㎏の粘土で、工夫を凝らした自分だけの皿や茶
わんなどを作り、出来上がりに笑顔を浮かべていました。この
日の講師で、窯元を営む福郷惣作さんは「どんな形にも変わる
粘土が陶器となり、その陶器を自分で使うのが陶芸の魅力」と
話していました。
　完成した作品は、地元の郵便局などで展示されます。

器作りの指導を受ける参加者

　９月11日㈭から14日㈰までの４日間、島根県立大学の浜田・
出雲両キャンパスの学生19人が「里山と食のつながり」をテー
マに、弥栄町でフィールドワークに取り組みました。
　体験学習では、間伐や草刈り・稲刈り・ハゼ干しなどの体験
を行い、中山間地域の魅力や課題を考え、理解を深めました。
４日間の作業を終えた学生は、「貴重な体験ができた。間伐で
山が守られ災害も防ぐことができる。林業の難しさや大変さを
実感した」と話していました。

　９月７日㈰、サマースペシャルレッスンがアクアみすみで開
催されました。このイベントは、今年４月にアクアみすみのイ
ベントアドバイザーに着任した千葉すずさんが講師となり、心
身のストレス解消や内臓機能の向上に効果があるといわれる運
動「ヨガラティス」と「水泳のワンポイントレッスン」が行わ
れました。
　水泳のレッスンでは、千葉さんから、水のかき方などのコツ
を身振り手振りを交えて指導がありました。参加者の皆さんは、
世界大会で活躍された千葉さんの模範泳法に魅了されました。熱心に指導する千葉すずさん

　９月９日㈫、琴城流大正琴振興会浜田支部による大正琴大祭
が三隅神社で行われました。琴城流大正琴は、大正琴の流派の
１つで全国に多くの支部があり、浜田支部には約100人の会員
が在籍し活動しています。
　毎年９月９日は、大正琴協会が「大正琴の日」と定め、午後
１時に全国の支部が一斉に演奏する日としています。参加した
30人の皆さんは、そろいの法被を着て、童謡や歌謡曲を演奏し
ました。

そろいの法被を着て演奏しました

間伐の体験を行う学生

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

ものづくりの楽しさを学ぶ
～ 木田公民館陶芸教室 ～

あさひ

やさか里山と食のつながり
～ 弥栄町フィールドワーク ～

健康作りとストレス解消に！
～ アクアみすみサマースペシャルレッスン ～

みすみ

大正琴の美しい音色響く
～ ９月９日は「大正琴の日」 ～

みすみ
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

☆
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
本
の
中

で
蔵
書
に
し
な
か
っ
た
も
の
を
必

要
な
人
に
譲
り
ま
す
。

中
央
図
書
館

日
時　
11
月
９
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30

分
三
隅
図
書
館

日
時　
11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

お
は
な
し
の
部
屋
で
、
お
は
な

☆
秋
の
朗
読
会

　

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
と
そ
の
仲

間
た
ち
に
よ
る
大
人
向
け
の
朗
読

会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
１
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時

　

お
は
な
し
会
や
工
作
教
室
を
行

い
ま
す
。

日
時　
11
月
９
日
㈰

場
所　
旭
図
書
館

☆
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
映
画
会

日
時　
11
月
16
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
40
分

タ
イ
ト
ル

日
本
の
む
か
し
ば
な
し
④

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
11
月
23
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
55
分

タ
イ
ト
ル

ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
・
ハ
イ

☆
電
子
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
す

　

毎
月
第
２
土
曜
日
と
第
４
日
曜

日
に
電
子
紙
芝
居
を
上
演
し
て
い

ま
す
。

日
時　
11
月
８
日
㈯
・
23
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

中
央
図
書
館

日
時　
毎
週
土
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

テ
ー
マ　
お
い
し
い
よ
！

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
11
月
20
日
㈭

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
11
月
５
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

　図書館では、司書がリレー形式でおすす
めの１冊を紹介していきます。心揺さぶる
感動の１冊、思慮深く考えさせる重みある
１冊など、ご期待ください。
中央図書館　司書のおすすめ
「紙つなげ！彼らが本の紙を造っている 」
　佐々涼子著　早川書房刊

（分類５８５．０）
　平成23年３月11日、東日本大震災発生。
日本が大きく変わったあの日、印刷用紙を
多数生産する日本製紙石巻工場も津波に飲
み込まれ、完全に機能が停止しました。出
版界のため、地元石巻のために、無謀とも
思える早期復旧に向けて働き続けた職人た
ちの「あの日」とそれからの記録です。こ
の本を読めば、紙に対する思いが変わりま
す。「本」を愛する人、必読の書です。

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
10
日
㈪
・
25
日
㈫

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間
（
延
長
試
行
中
）

火
曜
日
～
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
７
時

日
曜
日
・
祝
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

場
所　
中
央
図
書
館

☆
お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

日
時　
11
月
１
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
中
央
図
書
館

☆
特
別
上
映
会

日
時　
11
月
２
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

タ
イ
ト
ル　
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
第

３
章　

ア
ス
ラ
ン
王
と
魔
法
の

島
場
所　
中
央
図
書
館

☆
図
書
館
ツ
ア
ー

　

中
央
図
書
館
の
資
料
の
配
置
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
図
書

館
司
書
が
案
内
し
ま
す
。
特
別
に

閉
架
書
庫
も
見
学
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
３
日
㈷　

第
１
部　

午
前
10
時
30
分

第
２
部　

午
後
２
時
30
分

場
所　
中
央
図
書
館

し
会
と
ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー

ク
を
開
催
し
ま
す
。｢

み
ん
な
の

三
隅
町
を
つ
く
ろ
う
！｣

と
題
し

て
、
自
分
た
ち
の
三
隅
町
を
作
り

ま
す
。

日
時　
11
月
８
日
㈯

午
後
２
時
～
２
時
30
分

11
月
９
日
㈰

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
三
隅
図
書
館

図書館情報読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

☆
お
は
な
し
会
㏌

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

☆
旭
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

２
０
１
４
図
書
館
コ
ー
ナ
ー

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！
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島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会
で

は
、
各
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
文
化
人
・
経
済
人
な
ど
を
講
師

に
迎
え
、
教
員
・
学
生
は
も
と
よ
り

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
講
演

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
」
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
を
務
め
て
い
た
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
川
口
淳
一

郎
先
生
を
迎
え
、
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

日
時　
12
月
12
日
㈮

午
後
３
時
～
４
時
30
分

会
場　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂

入
場
料　
無
料

演
題　
「
は
や
ぶ
さ
」
か
ら
伝
え
た

い
、
創
る
力
の
育
て
方

講
師　
川
口
淳
一
郎
先
生　

　

海
外
企
業
研
修
は
、
イ
ン
ド
共
和

国
と
タ
イ
王
国
に
約
１
週
間
滞
在
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
企
業
へ
の

訪
問
や
現
地
大
学
生
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
国
際
的
視
野
の
獲
得
と
国
際

協
調
の
精
神
を
養
う
機
会
を
提
供
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
９
月
に
は
学

生
10
人
が
イ
ン
ド
共
和
国
バ
ン
ガ
ロ

ー
ル
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
か
ら
13
日
（
現
地
滞
在

は
５
日
間
）
ま
で
、
イ
ン
ド
国
内
の

企
業
６
社
と
、
３
大
学
を
訪
問
し
ま

し
た
。
今
回
の
訪
問
地
で
あ
る
バ
ン

ガ
ロ
ー
ル
は
、
イ
ン
ド
国
内
で
１
番

の
Ｉ
Ｔ
都
市
と
し
て
知
ら
れ
、
高
層

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
進
ん

で
い
ま
す
。
常
に
向
上
心
を
持
ち
、

学
び
続
け
て
い
る
イ
ン
ド
の
人
た
ち

の
姿
勢
は
、
私
も
見
習
わ
な
け
れ
ば

と
思
う
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
先
、

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
と
対た

い

峙じ

し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
と
、

か
な
り
の
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
が
最
も
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
イ
ン
ド
国
内
で
の
貧
富
の

差
の
大
き
さ
で
し
た
。
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
の
近
く
に
は
、
経
済
的
に
恵

ま
れ
な
い
住
宅
街
も
あ
り
、
路
上
生

活
を
送
る
人
た
ち
や
靴
を
履
く
こ
と

も
で
き
な
い
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
人
が
大
勢
お
ら
れ
た
こ
と
に
は

驚
き
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
暗
い
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
の
人
た
ち

は
皆
ノ
リ
が
よ
く
、
大
学
で
「
よ
さ

こ
い
」
を
披
露
し
た
と
き
は
会
場
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
て
、
最
後
に
は
学

生
も
巻
き
込
ん
で
の
お
祭
り
騒
ぎ
の

よ
う
に
な
り
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。
最
後
に
、
今
回
の
研
修
に
関

わ
っ
た
全
て
の
人
に
対
し
て
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

①
日
本
と
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ハ
ン
セ

ン
病
意
識
の
比
較

日
時　
11
月
19
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
シ
ロ
ー
コ
フ
・
ワ
ジ
ム
（
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
准
教
授
）

②
お
と
な
と
子
ど
も
の
よ
り
よ
い

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
生
み
出
す

も
の

日
時　
11
月
26
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
花
田
香
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

浜
田
お
や
こ
劇
場
理
事
長
）

③
海
の
心
の
歩
み：シ
ュ
ミ
ッ
ト「
陸

と
海
と
」
を
中
心
に

日
時　
12
月
３
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
村
井
洋
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

教
授
）

会
場　
島
根
県
立
大
学
講
義
・
研
究

棟
中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

海外企業研修（インドにて）

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
調
整
室

（
☎
�
２
２
０
１
）

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
醸
造
学
・

発
酵
学
・
食
文
化
論
で
、
執
筆
・
テ

レ
ビ
出
演
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍

中
の
農
学
博
士
、
小
泉
武
夫
先
生
を

講
師
と
し
て
迎
え
「
発
酵
食
品　

魔

法
の
力
」
と
題
し
て
、
特
別
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
珍
し
い
世
界

の
発
酵
食
品
の
写
真
や
、
最
新
の
発

酵
食
品
産
業
の
映
像
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
島
根
の
発

酵
食
品
の
展
示
販
売
も
同
時
に
行
い

ま
す
。

日
時　
11
月
16
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂

演
題　
発
酵
食
品　

魔
法
の
力

講
師　
小
泉
武
夫
先
生
（
東
京
農
業

大
学
名
誉
教
授
）

定
員　
５
０
０
人
程
度

入
場
料　
無
料

申
込
方
法　
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

は
が
き
・
電
話
で
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
連
絡
先（
電
話
番
号
な
ど
）

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
連
携
課
【
〒
６
９
７
‐
０
０

１
６　

浜
田
市
野
原
町
２
４
３
３

‐
２
（
☎
�
２
３
９
６
・
▢ＦＡＸ
�
２

２
０
８
）】

Em
ail:tiiki@

adm
in.u-shim

ane.
ac.jp
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vol.133
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

総
合
政
策
学
会

　
特
別
講
演
会
の
ご
案
内

海
外
企
業
研
修
に

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
し
た

研
修
先　
イ
ン
ド

　
　
吉
田　
光
燿（
３
回
生
）

公
開
講
座
の
ご
案
内

特
別
公
開
講
座
の
ご
案
内
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石
正
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
日

本
画
家
・
石
本
正　

心
で
描
く
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
画
家
・
石
本
正
（
94
歳
・
三

隅
町
出
身
）
は
、
目
の
前
に
あ
る
も

の
を
そ
の
ま
ま
描
く
の
で
は
な
く
、

心
で
感
じ
た
感
動
を
、
夢
や
憧
れ
の

も
の
と
融
合
さ
せ
る
よ
う
に
作
品
を

描
い
て
き
ま
し
た
。
技
術
で
は
な
く

「
心
」
で
描
く
も
の
だ
と
い
う
絵
に

対
す
る
ま
っ
す
ぐ
な
姿
勢
は
、
こ
れ

ま
で
の
長
い
画
業
の
中
で
彼
が
最
も

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
の
ひ
と
つ
で

す
。

　

本
展
で
は
、
画
家
が
描
い
て
き
た

作
品
の
数
々
を
、「
心
で
描
く
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ

会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　
12
月
23
日
㈷
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　一

般　
　

５
０
０
円（
４
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
、
翌
日
休
館
）

　三隅中央公園で開催される「みすみフェスティバル」に合わ
せ、「美術館まつり」を開催します。美術館の周辺では、創作
体験コーナーやフリーマーケットなど楽しいことが盛りだくさ
ん。この機会に、ぜひご家族でお出掛けください。
日時　11月８日㈯・９日㈰
入館料　無料（石正美術館まつり期間中）

　今年も、いわみの冬至祭「光の回廊」（12月11日㈭～ 12月23
日㈷）を開催します。今年は、新月と冬至が重なる19年に１度
の年でもあることから、光の持つ「ぬくもり」や「魅力」を見
つめ直す内容にしたいと考えています。会場に展示する照明作
品の一般募集をしています。石州和紙や竹など素材は問いませ
ん。学校・グループでの応募も大歓迎です。
※　光源（電球など）については、事前にご確認ください。
※　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

≪本館・新館展示室≫

【本館】
「日本画家・石本正　心で描く」

12月23日㈷まで
【新館】
「石州和紙デザインコンペ
　　　　　　　　　　優秀作品展」

11月８日㈯～12月７日㈰
　入場料　無料

≪ギャラリー展示≫

渡辺福美「長浜人形展」
11月３日㈷まで

みすみの匠～和紙と生きる～
11月８日㈯～12月７日㈰

≪イベント情報≫

長浜人形絵付け体験
11月１日㈯　午後１時～４時
料金　無料
講師　渡辺福美さん（長浜人形師）

石正美術館まつり
11月８日㈯・９日㈰

石本正「思い遥かに」2005年

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎石正美術館まつり

◎光の回廊　照明作品募集
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
開
催
中
の

「
森
の
演
奏
会
」
は
、
２
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
木
を
素
材
と
し
て
制
作

し
た
「
音
」
や
「
リ
ズ
ム
」
を
楽
し

む
こ
と
の
で
き
る
作
品
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

オ
ル
ゴ
ー
ル
作
家
・
熊
野
聡
さ
ん

の
オ
ル
ゴ
ー
ル
作
品
は
、
作
品
の
一

部
分
を
引
っ
張
る
こ
と
で
、
豊
か
な

音
色
が
鳴
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
お
り
、

展
示
室
内
を
心
地
よ
く
ゆ
っ
た
り
と

し
た
雰
囲
気
に
包
み
こ
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
音
だ
け
で
は
な
く
、
ど
ん
ぐ

り
や
り
ん
ご
の
形
を
し
た
か
わ
い
ら

し
い
デ
ザ
イ
ン
に
も
注
目
し
、
実
際

に
手
に
取
っ
て
木
の
風
合
い
や
感
触

を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

つ
ち
や
あ
ゆ
み
さ
ん
の
「
輪
唱
の

○わ

」
は
、
音
階
ご
と
に
作
ら
れ
た
木

の
板
を
バ
ラ
バ
ラ
に
組
み
替
え
、
自

由
に
作
曲
す
る
こ
と
の
で
き
る
大
型

木
琴
作
品
で
す
。
演
奏
は
木
の
ボ
ー

ル
を
上
か
ら
転
が
す
こ
と
に
よ
り
、

軽
快
な
リ
ズ
ム
で
音
を
鳴
ら
す
ユ
ニ

ー
ク
な
方
法
で
す
。
体
を
使
っ
て
作

曲
し
、
木
の
素
朴
で
優
し
い
音
色
を

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

会
期　
平
成
27
年
１
月
12
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

■
国
際
交
流
事
業

ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
ド
イ
ツ
の
風
》

　

ド
イ
ツ
の
芸
術
を
教
え
て
く
れ
る

先
生
が
ド
イ
ツ
か
ら
や
っ
て
く
る
よ
。

も
ち
ろ
ん
大
人
の
参
加
も
大
歓
迎
。

◎
11
月
１
日
㈯
～
３
日
㈷

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ミ
ニ
テ
ー
プ
カ
ッ
タ
ー
づ
く
り
》

　

お
し
ゃ
れ
な
木
製
テ
ー
プ
カ
ッ
タ

ー
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

定
員　
両
日
先
着
30
人

《
わ
り
ば
し
鉄
砲
》

　

わ
り
ば
し
を
組
み
合
わ
せ
て
、
ゴ

ム
鉄
砲
を
作
る
よ
。

◎
11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
小
枝
の
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
》

　

小
枝
を
く
っ
つ
け
て
、
か
わ
い
い

ボ
ー
ド
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

11
月
の
休
館
日

月
曜
日　
10
日
・
17
日

振
替
日　
４
日
㈫
・
25
日
㈫

親子どんぐりオルゴール

輪唱の〇
わ

わりばし鉄砲

小枝のコルクボード

《
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
》

　

木
工
の
先
生
と
作
品
作
り
に
挑
戦

し
よ
う
。

◎
11
月
24
日
(振）

参
加
費　
５
０
０
円

講
師　
西
田
清
久
さ
ん

《
木
の
実
で
ア
ー
ト
》

　

ど
ん
ぐ
り
な
ど
自
然
の
実
を
く
っ

つ
け
て
秋
ら
し
い
作
品
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.215

有

料

広

告

木
と
音
を
楽
し
む
展
覧
会

「
森
の
演
奏
会
」

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

11
月
の
イ
ベ
ン
ト
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日　
11
月
22
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ケ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ケ
浦
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

い
ち
か
ら
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

　

基
本
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
講
習
を
進

め
、
再
就
職
す
る
人
、
転
職
を
希
望

す
る
人
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
初
め
て

の
人
ま
で
安
心
し
て
受
講
で
き
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
、
雇
用
保
険
の

受
給
資
格
の
な
い
人

選
考
日　
11
月
28
日
㈮

午
前
10
時
～

選
考
場
所　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

ソ
コ
ロ
浜
田
教
室

定　
14
人

※　

応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

授
業
料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
１
４
、
１
４
８
円
必
要
）

訓
練
期
間　
12
月
17
日
㈬
～
平
成
27

年
３
月
16
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分

選
考
方
法　
面
接

※　

上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
11
月
21
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

り
ま
す
。

申　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
ソ
コ
ロ

浜
田
教
室
【
〒
６
９
７
‐
０
０
３

４　

浜
田
市
相
生
町
３
９
０
５
番

地
（
☎
�
７
７
６
７
）】

※　

所
定
の
就
業
相
談
が
必
要
で
す
。

問　
浜
田
公
共
職
業
安
定
所(

ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
浜
田)

（
☎
�
８
６
０
９
）　　
　

や
っ
て
み
ん
さ
い
！
フ
ッ
ト
サ
ル

き
て
み
ん
さ
い
！
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

　

フ
ッ
ト
サ
ル
を
始
め
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
人
、
興
味
の
あ
る
人
、

ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
楽
し
く
体
を
動
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
未
経
験
の
人
も

大
歓
迎
で
す
。

日
第
１
回
目　

11
月
13
日
㈭

第
２
回
目　

11
月
27
日
㈭

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
無
料

申
込
締
切
日

第
１
回
目　

11
月
10
日
㈪

第
２
回
目　

11
月
24
日
(振）

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会　

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

中
島
昭
児
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
２

２
９
７
‐
０
５
２
９
）

Em
ail

：solar_futsal_team
@

ybb.ne.jp

　

パ
ン
作
り
の
基
本
か
ら
応
用
ま
で
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
希
望
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

日　
11
月
27
日
㈭

午
後
１
時
～
４
時

※　

毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
ま

す
。

場　
石
見
公
民
館

定　
各
回
12
人

料　
各
回
１
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
25
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
�
１
３
８
０
）

有

料

広

告

募

集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

資
格
・
試
験

求
職
者
支
援
訓
練

（
基
礎
コ
ー
ス
）

教
室
・
講
座

石
見
公
民
館
パ
ン
教
室

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
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草
木
染
マ
フ
ラ
ー
を
織
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

江
津
市
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
わ

た
の
里
も
こ
も
こ
」
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
手
紡
ぎ
し
た
草
木
染
め
の
糸

を
使
っ
て
機
織
り
機
で
マ
フ
ラ
ー
を

作
り
ま
す
。

日　
12
月
７
日
㈰

１
回
目　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

２
回
目　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー
（
ア
ク
ア
ス
入
口
手
前
観

光
情
報
コ
ー
ナ
ー
）

定　
各
回
８
人

料　
２
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
30
日
㈰　

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
６
０
０
）

　

昭
和
59
年
に
浜
田
郷
土
資
料
館
が

開
設
さ
れ
て
、
今
年
で
30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
ま

で
寄
贈
を
受
け
た
り
、
購
入
し
た
り

し
た
書
画
や
焼
物
の
中
か
ら
、
選
り

す
ぐ
り
の
逸
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

日　
11
月
１
日
㈯
～
平
成
27
年
３
月

20
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）・
12
月
29
日
㈪
～
平

成
27
年
１
月
３
日
㈯

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

施
設
見
学
と
、
概
況
の
説
明
や
施

設
内
売
店
で
の
刑
務
作
業
製
品
の
販

売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷　

受
付

午
前
の
部　

午
前
９
時
～
11
時

午
後
の
部　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

受
付
場
所　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
総
務
部
庶
務
課

（
☎
�
８
１
７
１
）

　

地
元
特
産
品
販
売
、
公
民
館
や
各

種
団
体
の
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
郷

土
色
豊
な
出
演
者
に
よ
る
楽
し
い
催

し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

日　
11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
９
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
三
隅
中
央
公
園
周
辺

※　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
三
隅
支
所
産
業
課
内　

み
す
み

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
８
０
３
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
石
州
半
紙
に
絵
や
字
を
書
い

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ぽ
ち
袋
・
メ
ッ
セ

ー
ジ
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

日　
11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

ぽ
ち
袋　
　

（
１
回
）
３
０
０
円

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
１
回
）
３
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

大
自
然
の
恵
み
と
な
る
農
林
産
物

の
品
評
会
及
び
即
売
会
、
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
の
石
見
神
楽
上
演
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種
団
体
に
よ

る
出
店
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
及
び
矯
正

展（
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
会
）

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

日　
11
月
９
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時
45
分

場　
市
役
所
旭
支
所
周
辺
・
市
民
体

育
館
・
旭
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問　
旭
支
所
産
業
課
内　

旭
ふ
る
里

ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
１
４
３
６
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

　 石
見
海
浜
公
園

　
　
　
ク
ラ
フ
ト
教
室

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

浜
田
郷
土
資
料
館
開
設
30
周
年

　
　
　
　
　
　
記
念
コ
ー
ナ
ー
展

館
蔵
逸
品
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

　
　
セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

紙
漉す

き
・
も
の
づ
く
り
体
験

　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
２
０
１
４
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県
内
の
体
操
競
技
を
志
す
小
・
中

学
生
・
高
校
生
が
一
堂
に
会
し
、
技

と
力
と
美
し
さ
を
競
い
合
い
ま
す
。

日　
11
月
９
日
㈰　

開
会
式　
午
前
９
時
15
分
～

競
技
開
始　
午
前
９
時
40
分
～

場　
県
立
体
育
館

問　
県
立
体
育
館
内　

建
設
記
念
体

操
競
技
大
会
事
務
局

（
☎
�
１
２
０
１
）

　

バ
ザ
ー
や
模
擬
店
を
は
じ
め
、
手

話
落
語
・
手
話
ゲ
ー
ム
な
ど
、
楽
し

い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

手
話
を
全
く
知
ら
な
い
人
も
楽
し

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日　
11
月
９
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
階

内
容　

上
映
会
（
生
命
の
こ
と
づ

け
）・
手
話
落
語
・
楽
し
い
手
話

発
表
会
・
作
品
展
示
・
手
話
サ
ー

ク
ル
活
動
紹
介
・
福
祉
機
器
展
示
・

医
療
コ
ー
ナ
ー
・
手
話
ゲ
ー
ム
・

模
擬
店
（
カ
レ
ー
・
焼
き
そ
ば
）・

バ
ザ
ー
な
ど

問　
島
根
県
ろ
う
あ
連
盟　

手
話
ま

つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
０
８
５
２
�
４
７
０
１
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
５
９
２
２
）

　

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
お
気
に
入
り

の
一
冊
を
持
ち
寄
っ
て
、
紹
介
し
合

う
読
書
会
で
す
。
自
分
の
大
好
き
な

本
を
勧
め
て
み
た
り
、
ま
だ
読
ん
だ

こ
と
の
な
い
新
し
い
本
を
探
し
て
み

た
り
、
楽
し
み
方
は
自
由
で
す
。

　

秋
も
深
ま
る
季
節
、
大
人
の
夜
会

を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
11
月
13
日
㈭

午
後
７
時
～
９
時

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問　
は
ま
だ
図
書
館
友
の
会　

大
驛
さ
ん
（
☎
�
４
７
６
１
）

　

午
前
中
は
各
学
部
の
学
習
発
表
会
、

午
後
か
ら
は
作
業
学
習
製
品
の
販
売

（
水
産
加
工
品
・
木
工
製
品
・
手
芸

品
・
陶
芸
品
・
野
菜
・
草
花
・
焼
菓

子
な
ど
）
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
催
し
物
・
作

業
所
製
品
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
は
ま
よ
う
神
楽
社
中
に

よ
る
「
大
蛇
」
の
上
演
も
行
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
作
品
も
展
示
し
て
い

ま
す
。

日　
11
月
15
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場　
浜
田
養
護
学
校

問　
浜
田
養
護
学
校
ま
つ
り
担
当　

太
田
雅
巳
さ
ん
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
15
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

市
内
外
の
15
団
体
に
よ
る
石
見
神

楽
共
演
で
す
。

日　
11
月
16
日
㈰

開
場　
午
前
８
時
30
分　

開
演　
午
前
９
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

前
売
券
一
般　
　

１ 

、５
０
０
円

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

当
日
券
一
般　
　

１ 

、
８
０
０
円

中
学
生
以
下　

８
０
０
円

※　

演
目
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
本
庁
観
光
交
流
課
内　

日
本
石

見
神
楽
大
会
実
行
委
員
会

（
☎
�
９
５
３
１
）

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
気
持
ち
よ
く
自

然
の
中
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

対
象　
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

※　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
16
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
９
時
～

ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
30
分

集
合
場
所　
天
狗
石
農
村
交
流
セ
ン

タ
ー
（
旭
町
市
木
）

コ
ー
ス　
３
㎞
・
６
㎞

料　
無
料

※　

保
険
料
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
が
負
担
し
ま
す
。

※　

飲
物
・
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
11
月
12
日
㈬

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会　

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９

５
０
７
‐
１
７
５
５
）

市
木
公
民
館
（
☎
�
０
０
７
７
）

　

幻
に
終
わ
っ
た
広
浜
鉄
道
の
面
影

を
探
し
て
、
旭
町
か
ら
広
島
県
安
芸

太
田
町
ま
で
、
車
で
敷
設
ル
ー
ト
を

巡
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
や
ア
ー
チ
橋

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
旭
町
駅
・
波
佐

駅
・
芸
北
駅
・
橋
山
駅
の
予
定
地
跡

や
松
原
の
調
査
坑
道
な
ど
夢
の
跡
を

訪
ね
る
観
察
会
で
す
。

日　
11
月
16
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

※　

現
地
解
散
し
ま
す
。

場　
市
役
所
旭
支
所
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

軽
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

島
根
県
立
体
育
館
建
設
記
念

島
根
県
体
操
競
技
大
会

手
話
ま
つ
り

一
夜
一
冊
は
ま
だ
読
書
夜
会

浜
田
養
護
学
校

　
　
　
は
ま
よ
う
ま
つ
り

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

２
０
１
４

　
日
本
石
見
神
楽
大
会

健
康
ウ
ォ
ー
ク
㏌
市
木

第
１
５
０
回

　
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行
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ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た
棒

を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
ポ

ー
ル
を
つ
い
て
歩
く
こ
と
で
足
の
負

担
が
軽
く
、
無
理
な
く
腕
や
肩
な
ど

の
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　
11
月
16
日
㈰
・
12
月
21
日
㈰

（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）　

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
物
・
着
替
え
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

浜
田
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年

こ
の
時
期
に
、
ギ
タ
ー
好
き
な
仲
間

が
集
い
、
さ
さ
や
か
な
ギ
タ
ー
演
奏

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

を
は
じ
め
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲

を
ギ
タ
ー
な
ど
の
生
演
奏
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
22
日
㈯

開
演　
午
後
３
時
～
（
約
２
時
間
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

料　
無
料
（
た
だ
し
、
コ
ー
ヒ
ー
代

な
ど
実
費
５
０
０
円
）

問　
浜
田
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

三
浦
さ
ん
（
☎
�
３
３
６
９
）

　

今
年
も
、
万
灯
山
公
園
に
恒
例
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
点

灯
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

点
灯
式
で
は
市
民
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
、
市
内
合
唱
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
ぜ
ん
ざ
い
の

振
る
舞
い
な
ど
も
行
い
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

日　
11
月
23
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
後
６
時
～
７
時

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
期
間

日　
11
月
23
日
㈰ 

～
平
成
27
年
１
月

12
日
㈷　

午
後
５
時
～
10
時

場　
万
灯
山
公
園

※　

万
灯
山
公
園
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
車
で
来
ら
れ
る
場
合

は
、
市
営
駐
車
場
（
30
分
無
料
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
�
９
６
０
１
）

　

児
童
生
徒
の
学
習
発
表
や
、
心
の

こ
も
っ
た
作
品
、
作
業
学
習
な
ど
の

製
品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
29
日
㈯

ス
テ
ー
ジ
発
表

午
前
９
時
５
分
～
11
時
40
分

作
品
展
示
・
製
品
販
売

午
後
０
時
30
分
～
２
時
20
分

場　
石
見
養
護
学
校
（
邑
南
町
）

※　

駐
車
場
は
、
本
校
駐
車
場
及
び

緑
風
園
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
石
見
養
護
学
校　

長
元
さ
ん
・

上
山
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
２
１
４
１
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
身
体
・
知

的
・
精
神
の
障
が
い
を
越
え
た
そ
れ

ぞ
れ
の
交
流
や
、
障
が
い
者
の
社
会

参
加
を
目
的
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
身

体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

精
神
障
が
い
者
（
た
だ
し
、
学
生

は
除
く
。）

日　
11
月
29
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
）

場　
ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ

申
込
期
間　
11
月
４
日
㈫
～
18
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
�
０
０

９
４
・
▢ＦＡＸ
�
６
９
３
０
）

　

島
根
県
難
聴
者
協
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全

国
要
約
筆
記
問
題
研
究
会
島
根
県
支

部
・
島
根
県
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
連

絡
協
議
会
の
３
団
体
に
よ
る
要
約
筆

記
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

以
前
か
ら
要
約
筆
記
を
利
用
し
て

い
る
人
、
初
め
て
知
る
人
、
支
援
す

る
人
、
改
め
て
要
約
筆
記
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

日　
11
月
30
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

料　・
前
記
３
団
体
以
外
の
参
加
者

１
０
０
円
（
資
料
代
）

・
前
記
３
団
体
の
会
員　

無
料

申
込
締
切
日　
11
月
15
日
㈯

申
込
方
法　
氏
名
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
な

ど
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
難
聴
者
協
会
事
務

局　

白
川
さ
ん
（
▢ＦＡＸ
�
１
３
１
２
）

　

近
世
文
書
研
究
会
は
、
江
戸
時
代

の
古
文
書
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、

当
時
の
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
会
で
す
。

　

古
文
書
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
人

な
ど
、
関
心
の
あ
る
初
心
者
の
人
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
26
日
㈬

午
後
１
時
～
３
時

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
講
師　
鍵
本
俊
朗
さ
ん
（
石
見
郷
土

研
究
懇
話
会
会
員
）

料　
５
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
締
切
日　
11
月
21
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
郷
土
研
究
懇
話
会
浜

田
支
部　

中
政
信
さ
ん

（
☎
�
８
６
０
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
あ
る
き
ま
せ
ん
か
？

浜
田
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

万
灯
山
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

近
世
文
書
研
究
会

石
見
養
護
学
校
文
化
祭

石
見
も
り
も
り
祭

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
）

３
団
体
合
同
要
約
筆
記
学
習
会

要
約
筆
記
を
知
ろ
う
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浜
田
は
ぴ
こ
会
で
は
、
婚
活
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め

ま
す
。

日　
11
月
30
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る

定　
30
人
（
男
女
各
15
人
）

料　
男
性
１
、
５
０
０
円

女
性
１
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
25
日
㈫

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

参
加
申
込
書
は
、
浜
田
は
ぴ
こ

会
事
務
局
及
び
本
庁
政
策
企
画
課
・

各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※　

参
加
者
へ
は
、
後
日
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
は
ぴ
こ
会
事
務
局　

岡
本
さ
ん
【
〒
６
９
７
‐
０
０
５

２　

浜
田
市
港
町
１
８
２
‐
３

（
☎
�
１
４
３
０
・
▢ＦＡＸ
�
８
０
６

６
）

Em
ail

：okam
oto@

toyohouse-
design.jp

　

第
４
回
石
見
国
巡
回
講
座
は
、
俵

ひ
ょ
う

木き

悟
さ
ん
を
招
い
て
、
石
見
神
楽
の

歴
史
の
な
か
で
重
要
な
出
来
事
と

な
っ
た
日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万

博
）
出
演
と
そ
の
影
響
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
ま
す
。
昭
和
45
年
の
大
阪
万

博
に
は
、「
浜
田
市
石
見
神
楽
社
中
」

が
出
演
し
、「
大
蛇
退
治
」
を
上
演
し

ま
し
た
。
こ
の
万
博
出
演
に
よ
っ
て

石
見
神
楽
は
何
が
変
わ
っ
た
の
か
、

詳
し
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　
12
月
６
日
㈯　

午
後
２
時
～
４
時

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
演
題　
八
頭
の
大
蛇
が
辿
っ
て
き
た

道
‐
石
見
神
楽
「
大
蛇
」
の
大
阪

万
博
出
演
と
そ
の
影
響
‐

講
師　
俵
木
悟
さ
ん
（
成
城
大
学
文

芸
学
部
准
教
授
）

料　
無
料

※　

事
前
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問　
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー　

（
☎
０
８
５
２
�
５
７
５
０
）

　

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、

ま
た
老
若
男
女
や
世
代
間
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
、
紅
白
歌
合
戦
を
開
催

し
ま
す
。
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の
男

女
各
15
組
が
華
や
か
で
す
て
き
な
歌

唱
の
舞
台
を
披
露
し
ま
す
。

　

歌
の
競
演
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

あ
な
た
も
審
査
員
の
１
人
と
し
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

日　
12
月
７
日
㈰

開
場　
午
後
０
時
30
分
～

開
演　
午
後
１
時
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　

５
０
０
円

大
学
生
以
下　

無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

～
ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
時
代
を
生
き
る
～

　

ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
そ
の
機
能
や
子
ど
も
へ
の

影
響
を
学
び
、
子
ど
も
や
大
人
に
行

動
の
選
択
肢
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
一
緒
に
考
え
ま
す
。

日　
12
月
７
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
１
０
１
号
室

講
師　
古
野
陽
一
さ
ん
（
子
ど
も
と

メ
デ
ィ
ア
専
務
理
事
）

定　
60
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
は
ま
だ
Ｃ
Ａ
Ｐ

（
☎
０
９
０
‐
８
０
６
９
‐
３
３

３
１
・
▢ＦＡＸ
�
４
２
１
３
）

浜
田
市
連
合
謡
曲
大
会

　

素
謡
「
三み

輪わ

」・「
黒く

ろ

塚つ
か

」、
仕
舞

「
野の

守も
り

」
ほ
か
、
観か

ん

世ぜ

流
・
喜き

多た

流
・

宝ほ
う

生し
ょ
う

流
の
仕
舞
謡
曲
の
上
演
会
で

す
。

日　
11
月
２
日
㈰　

午
前
10
時
～

場　
国
民
宿
舎
千
畳
苑

料　
無
料

問　
浜
田
謡
曲
連
合
会　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
９
‐
１
９

７
１
）

　

身
近
な
小
品
か
ら
グ
ル
ー
プ
作
品

ま
で
の
展
示
を
し
ま
す
。

　

自
由
で
新
し
い
草
月
流
の
生
け
花

を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
30
日
㈰

は
、
午
後
４
時
ま
で
）

場　
中
央
図
書
館
２
階

料　
無
料

問　
草
月
流
島
根
県
支
部
西
ブ
ロ
ッ

ク　

稲
元
さ
ん
（
☎
�
３
１
５
１
）

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
指
導
者
講
習

会
　

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
の
実
技
指
導

を
中
心
に
、
ス
ケ
ー
ト
靴
の
履
き
方

か
ら
ス
ケ
ー
ト
教
室
上
級
レ
ベ
ル
ま

で
の
滑
走
技
術
の
講
習
で
す
。

対
象
者　
18
歳
以
上

日　
11
月
８
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
根
県
氷
上
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
（
島
根
県
ス
ケ
ー

ト
連
盟
）
指
導
員

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
教
室

日　
11
月
か
ら
平
成
27
年
４
月
ま
で

の
毎
週
土
曜
日

初
級　
午
前
10
時
～
11
時

中
級　
午
前
11
時
～
正
午

料　
滑
走
料
５
１
０
円

貸
靴
料
４
１
０
円

教
室
料
５
１
０
円

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
１
０
円
が

必
要
で
す
。

は
ぴ
こ
婚
活
イ
ベ
ン
ト

第
４
回
石
見
国
巡
回
講
座

八
頭
の
大
蛇
が
辿
っ
て
き
た
道

歌
の
祭
り
だ
！

第
１
回
石
央
紅
白
歌
合
戦

子
ど
も
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

草
月
島
根
県
支
部

　
　
　

西
ブ
ロ
ッ
ク
花
展

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら
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申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
11
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

カ
ー
リ
ン
グ
オ
ー
プ
ン
大
会

（
観
戦
無
料
）

休
館
日　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）・
祝
日
の
翌
日
・
12

月
31
日
㈬
・
１
月
１
日
㈷

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

　
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

特
別
展

貝
の
ひ
み
つ
を
知
っ
て
る
カ
イ
？

　

身
近
な
貝
か
ら
珍
し
い
貝
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
貝
の
秘
密
を
紹
介
し
ま

す
。
ア
ク
ア
ス
近
く
の
浜
で
拾
っ
た

貝
や
、
貝
殻
で
作
っ
た
作
品
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
お
気
に
入

り
の
貝
を
見
付
け
に
来
な
い
カ
イ
？

日　
11
月
19
日
㈬
～
平
成
27
年
１
月

26
日
㈪

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

秋
の
ア
ク
ア
ス
体
験
イ
ベ
ン
ト
11
月

体
験
の
秋
が
や
っ
て
き
た
！
ア
ク
ア

ス
で
し
か
で
き
な
い
体
験
を
し
よ

う
！

日　
11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
・
３
日

㈷
・
22
日
㈯
・
23
日
㈰
・
24
日
(振）

受
付
時
間　

各
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
午
後
１
時
～

受
付
場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内
３
階
展

望
デ
ッ
キ

※　

前
日
ま
で
の
事
前
予
約
は
で
き

ま
せ
ん
。
参
加
当
日
の
受
付
の
み

と
な
り
ま
す
。

①
シ
ロ
イ
ル
カ
プ
チ
ト
レ
ー
ナ
ー
体

験
　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見

学
や
プ
チ
ト
レ
ー
ナ
ー
体
験
、
シ
ロ

イ
ル
カ
に
サ
イ
ン
を
出
し
て
み
よ
う
。

開
催
時
間　
午
後
２
時
50
分
～
（
所

要
時
間
30
分
）

定　
30
人

②
ペ
ン
ギ
ン
ぱ
く
ぱ
く
体
験

　

ペ
ン
ギ
ン
は
ど
う
や
っ
て
エ
サ
を

食
べ
る
の
か
な
？
実
際
に
フ
ン
ボ
ル

ト
ペ
ン
ギ
ン
に
エ
サ
を
あ
げ
て
み
よ

う
。　
　

対
象　
小
学
生
以
上

開
催
時
間　
午
後
３
時
30
分
～
（
所

要
時
間
30
分
）

定　
20
人

③
サ
メ
が
ぶ
り
ん
ち
ょ
体
験

　

神
話
の
海
の
水
槽
で
エ
サ
や
り
体

験
。
サ
メ
や
エ
イ
に
も
触
れ
る
よ
。

開
催
時
間　
午
後
３
時
15
分
～
（
所

要
時
間
45
分
）

対
象　
小
学
生
以
上

※　

保
護
者
同
伴
で
あ
れ
ば
未
就
学

児
も
参
加
で
き
ま
す
。

定　
30
人

ア
ク
ア
ス
の
体
験
ス
ク
ー
ル

海
の
生
き
物
教
室
「
ち
り
め
ん
モ
ン

ス
タ
ー
を
探
そ
う
」

　

ち
り
め
ん
の
中
に
潜
む
モ
ン
ス

タ
ー
を
探
せ
。

日　
11
月
９
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ

ー
ル

定　
先
着
30
人
（
要
予
約
）

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室
「
貝
殻
で
ア
ー
ト

♪
」

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
貝
殻
グ
ッ
ズ
を

作
っ
て
み
よ
う
。

日　
11
月
30
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ

ー
ル

定　
先
着
30
人
（
要
予
約
）

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
課

（
☎
�
３
６
１
４
）

11
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

２
日
㈰　

周
布
青
少
年
保
存
会　

３
日
㈷　

岡
見
神
遊
座　
　
　
　

23
日
㈰　

美
川
西
神
楽
保
存
会

24
日
(振）　

岡
見
神
遊
座　
　
　

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱　

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展
「
美
少
女
の
美
術
史
」

　

現
代
の
日
本
文
化
に
お
け
る
特
徴

的
な
モ
チ
ー
フ
「
美
少
女
」。
そ
の

表
現
を
追
っ
て
、
浮
世
絵
か
ら
近
代

美
術
・
イ
ラ
ス
ト
・
マ
ン
ガ
・
ア
ニ

メ
・
現
代
ア
ー
ト
ま
で
、
様
々
な
領

域
を
探
索
す
る
展
覧
会
で
す
。

日　
12
月
13
日
㈯
～
平
成
27
年
２
月

16
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日
・
年
末
年
始

場　
県
立
石
見
美
術
館
Ｄ
・
Ｃ

料　
一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
・
中
・
高
校
生

３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

※　

会
期
中
の
土
・
日
・
祝
日
は
、

先
着
20
人
に「
美
少
女
の
美
術
史
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

二
兎
社
公
演
「
鷗
外
の
怪
談
」

津
和
野
町
出
身
の
文
豪
・
森
鷗
外
の

人
間
像
の
秘
密
に
迫
る
！ 

　

日
本
が
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て

第
一
次
世
界
大
戦
に
向
か
お
う
と
す

る
時
代
。
言
論
・
思
想
・
表
現
の
自

由
を
抑
制
す
る
国
家
の
動
き
に
憤
慨

し
な
が
ら
も
、
同
時
に
国
家
に
絶
対

的
な
忠
誠
を
誓
う
軍
職
者
で
も
あ
っ

た
森
鷗
外
。
中
四
国
地
方
で
の
上
映

館
は
グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
け
。
ど
う
ぞ
お

見
逃
し
な
く
！

日　
11
月
26
日
㈬

開
場　
午
後
６
時
30
分

開
演　
午
後
７
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

出
演　
金
田
明
夫
（
森
鷗
外
）、
水

崎
綾
女（
森
志
げ
）、内
田
朝
陽（
平

出
修
）
ほ
か

料　
前
売
券

一
般　
　
　
　

５
、
０
０
０
円

（
友
の
会
会
員
４
、
７
０
０
円
）

学
生　
　
　
　

２
、
５
０
０
円

（
友
の
会
会
員
２
、
２
０
０
円
）

当
日
券

一
般　
　
　
　

５
、
５
０
０
円

学
生　
　
　
　

３
、
０
０
０
円

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
11
月
19
日
㈬
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,948 19,985 22,280 42,265
金 城 1,926 2,184 2,368 4,552

旭 1,400 1,470 1,576 3,046
弥 栄 692 659 743 1,402
三 隅 2,913 3,026 3,376 6,402
合 計 26,879 27,324 30,343 57,667

人　口（９月末現在）

（単位：人）

　美川公民館で和気あいあいとパソコンを学んでいるのは、美川シニアサロンの
皆さんです。美川シニアサロンは、会員同士の親睦と、健康・生きがいづくり、
老化防止を図り、地域活動に参加・貢献することを目的に、平成15年９月に発足
しました。現在は、浜田市内の平均年齢70歳の約100人が会員として参加してい
ます。会員は、パソコンを学んだり、健康体操を行ったり、会員同士での交流を
図ったりと楽しく活動しています。時には、地元のイベントで使うチラシやポス
ターなども依頼されて、パソコンで作成するなど地域活動にも協力しています。
　美川公民館の平野館長は、「パソコンで目や手・脳を鍛え、さらに会員同士気
兼ねなく話せることでストレス発散にもなり、老化防止に一役かっています。美
川シニアサロンの様子を見た人に、『すごく楽しそうで、みんな生き生きしている』
と言ってもらえることもうれしく感じます。今後も、元気にみんなで活動してい
きたい」と話していました。

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！
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http://www.city.hamada.shimane.jp
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E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

美川シニアサロン（浜田）


